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去
る
六
月
六
日
、

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
が

上
高
地
の
碑
前
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
一
年
に
再
建
さ
れ
て

か
ら
二
十
五
周
年
記
念
の
行
事
で
あ

る
。
そ
の
折
私
は
こ
の
レ
リ
ー

フ
の
由

来
を
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
二
年
ロ
ン
ド
ン
に
在
住
の
ウ

エ
ス
ト
ン
師
に
対
し
多
年
に
亘
り
わ
が

国
登
山
界
に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
勲

四
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
た
。
こ
の
叙
勲

を
機
会
に
日
本
山
岳
会
は
師
の
功
績
を

永
く
記
念
す
る
た
め
建
碑
の
案
が
生
れ

師
に
縁
の
深
い
上
高
地
に
レ
リ
ー
フ
を

建
て
る
こ
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
、

師
と

親
し
く
面
識
の
あ
っ
た
の
は
松
方
三
郎

君
と
私
と
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
二
人
の

印
象
を
参
考
に
松
方
君
の
所
蔵
す
る
写

真
を
本
に
佐
藤
久
一
朗
君
に
制
作
を
依

頼
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
作
者
と
し

て
同
君
を
得
た
こ
と
は
其
後
長
く
同
君

の
物
心
両
面
に
少
か
ら
ず
迷
惑
を
か
け

槙
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る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

同
君
の
彫
塑
に

つ
い
て
は
既
に
世
の
高
く
評
価
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
制
作
に
つ
い
て
遠

慮
な
く
意
見
の
交
渉
が
で
き
る
点
で
も

こ
の
う
え
も
な
い
仕
合
せ
で
あ
っ
た
。

こ
の
会
の
決
定
に
基
ヤ
て
同
年
六
月

二
十
三
日
黒
田
孝
雄
、

佐
藤
久
一
朗
両

君
と
私
は
松
本
市
に
至
り
、

市
役
所
、

松
本
営
林
署
、

国
立
公
園
協
会
松
本
支

部
等
の
各
所
を
訪
ね
レ
リ
ー

フ
建
設
の

趣
旨
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
何
れ
も
快

く
承
諾
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
建
設
地

点
の
選
択
も
私
た
ち
に
一
任
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
好
意
あ
る
了
解
を
得

て
三
名
は
上
高
地
に
入
り
清
水
屋
に
宿

を
と
っ
た
。
私
た
ち
は
積
石
な
ど
に
よ

る
人
工
的
な
構
造
を
避
け
、

で
き
る
な

ら
河
童
矯
を
中
心
と
し
た
上
下
の
道
沿

い
の
露
出
し
て
い
る
自
然
の
ま
ま
の
基

盤
岩
に
し
た
い
と
考
え
た
。
始
め
小
梨

平
を
上
へ
過
ぎ
て
右
手
か
ら
の
小
渓
流

恒

に
か
か
る
橋
の
側
の
岩
面
を
も
考
え
た

が
道
に
近
か
過
ぎ
る
の
が
思
わ
し
く
な

か
っ
た
。
次
に
清
水
屋
か
ら
僅
か
上
流

の
そ
の
頃
梓
川
の
本
流
が
道
近
く
を
洗

っ
て
い
た
山
裾
に
立
派
な
基
盤
岩
の
露

出
面
を
発
見
こ
の
地
点
を
決
定
し
た
。

同
年
八
月
二
十
六
日
、

佐
藤
君
と
私

は
完
成
し
た
レ
リ
ー
フ
を
携
え
て
松
本

に
至
り
石
工
を
雇
い
連
れ
立
っ
て
上
高

地
に
入
り
右
の
岩
面
に
三
日
間
で
取
り

付
け
た
。
夏
も
終
り
と
て
訪
う
人
も
稀

れ
で
、

三
日
間
に
私
た
ち
の
前
を
過
ぎ

た
の
は
外
人
と
日
本
人
と
の
二
人
連
れ

一
組
だ
け
で
あ
っ
た
。
静
か
に
晴
れ
た

谷
に
石
を
穿
つ
槌
音
だ
け
が
響
い
て
長

閑
に
仕
事
を
楽
し
み
な
が
ら
終
っ
た
。

こ
の
日
の
印
象
を
私
は
ウ
エ
ス
ト
ン
師

に
後
日
報
告
し
た
が
、

た
い
へ
ん
に
喜

ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
師
は
昭
和
十
五

年
七
十
九
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
が

、
こ

の
レ
リ
ー
フ
撤
去
の
事
態
は
戦
争
の
進

展
と
共
に
金
属
類
の
供
出
に
か
ら
ん
で

問
題
発
生
前
に
昭
和
十
九

年
、

一
応
山

岳
会
ル
l

ム
ま
で
持
ち
帰
っ
て
お
い
た

方
が
適
当
だ
ろ
う
と
の
意
見
で
茨
木
猪

之
吉
、

田
辺
主
計
、

交
野
武
一
の
三
君

に
よ
っ
て
上
高
地
の
岩
面
か
ら
取
り
外

し
持
ち
帰
り
虎
の
門
、

富
士
屋
ピ
ル
内

の
山
岳
会
ル
l

ム
に
保
管
し
た
。

し
か
し
レ
リ
ー
フ
は
戦
災
に
よ
る
同

ピ
ル
焼
失
と
共
に
大
き
な
損
傷
を
受
け

一
部
分
は
熔
け
、

板
は
歪
ん
で
し
ま
っ

た
。
こ
の
傷
ん
だ
レ
リ
ー
フ
を
佐
藤
君

が
苦
心
を
重
ね
、

原
形
に
近
く
補
修
し

た
も
の
を
昭
和
二
十
一
年
松
方
三
郎

、

堀
田
弥
一
、

浜
野
正
男
、

林
和
夫
、

谷

口
現
士
口
、
佐
藤
其
他
の
諸
君
に
よ
っ
て

上
高
地
の
旧
地
点
に
再
建
さ
れ
た
。

そ
の
後
暫
く
の
問
、

碑
の
説
明
は
松

方
君
に
よ
っ
て
木
板
に
書
か
れ
た
も
の

が
添
え
ら
れ
で
あ
っ
た
が
昭
和
二
十
六

年
松
本
市
の
好
意
に
よ
っ
て
真
紛
板
の

も
の
が
作
ら
れ
、

成
瀬
岩
雄
、

中
屋
健

式
、

佐
藤
の
三
君
に
よ
っ
て
取
り
替
え

ら
れ
た
。
其
後
制
作
者
た
る
佐
藤
君
は

段
損
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ

と
を
潔
し
と
せ
ず
、

新
ら
し
く
制
作
し

昭
和
四
十
年
六
月
旧
像
に
替
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
同
君
の
話
で
は
碑
前
の
河

原
は
整
理
さ
れ
広
場
も
設
け
ら
れ
た
の

で
新
ら
し
い
レ
リ
ー

フ
は
旧
像
の
約
二

倍
の
大
き
さ
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ

- 835 ー

る
。
以
上
が
記
念
祭
に
報
告
し
た
私
の

話
の
大
要
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
建
碑
は
、

当
初
よ
り
高

山
忠
四
朗
、

小
里
頼
忠
阿
君
を
は
じ
め

信
濃
支
部
各
位
の
多
大
の
協
力
と
援
助

と
に
よ
り
円
滑
に
進
捗
し
た
る
の
み
な

ら
ず
、

累
年
の
祭
典
の
盛
況
も
諸
兄
に

負
う
と
こ
ろ
多
大
な
る
を
思
い
感
謝
に

た
え
な
い
。

会
員
名
簿
作
製
に
御
協
力
下
さ
い

す
で
に
往
復
は
が
き
で
お
願
い
し
た
よ
う

に
、

目
下
坂
下
理
事
を
中
心
に
新
し
い
会
員

名
簿
を
作
製
し
て
い
ま
す
。
十
二
月
の
年
次

晩
餐
会
ま
で
に
聞
に
合
わ
せ
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
は
が
き
の
回
答
が
な
い
方
が

ま
だ
か
な
り
お
ら
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
ま

す

自
の
原
稿
を
印
刷
し
て
あ
る
の
に
、
そ
こ
に

者
一
回
か
ず

、

書
き
に
く
い
用
紙
だ
と
か
何
と
か

文
句
だ
け
い
っ

て
こ
ら
れ
る
方
も
お
り
、
ま

た
索
引
を
送
れ
だ
の

、

い
ろ
い
ろ
注
文
さ
れ

る
方
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
カ
1

ド

は

事
務
連
絡
と
は
別
に
作
業
し
て
お
り
ま
す
か

ら
、
会
へ
の
御
注
文
は
ま
た
別
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
回
答
の
な
い
方
は
あ
る
い
は
名
簿
か
ら

洩
れ
る
場
合
も

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

含
み
置
き
下
さ
い
。
と
に
か
く
名
簿
作
り
は

全
く
大
変
な
仕
事
で
す
。
会
員
各
位
の
御
協

力
を
御
願
い
す
る
次
第
で
す
。
(
山
崎
)

( 1 ) 

第
二
七
六
回
小
集
会
の
お
知
ら
せ

第
二
七
六
回
小
集
会
は
九
月
十
五
日
(
日

曜
日
)
川
苔
山
の
日

帰
り
登
山
を
行
な
い
ま

す
。当

日
は
立
川
駅
青
梅
線
ホ
l

ム
奥
多
摩
寄

り
に
午
前
七
時
半
ま
で
に
御
参
一
集
下
さ
い
。

約
参
品
は
昼
食
、
雨
具
、
懐
中
電
灯
、
セ

ー
タ
ー
、
軍
手
、
水
筒
、
地
図
(
秩
父
、
五

日
市
)
参
加
希
望
者
は
あ
ら
か
じ
め
本
会
事

務
局
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
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行
動
概
要

四
十
六
年
一
月
十
六
日
、

隊
荷
横
浜
発
・

一
一
月
八
日、

先
発
二
名
(
松
尾
、
佐
藤
)

羽
田
発
。

一
一月
九
日

、

先
発
二
名
(
東
パ
キ
ス
タ

ン

ダ
ヅ
カ
経
由
)
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。

一
一月
十
二
日

、

続
発
三
名

(西
都

、

扇
能

山
下
)
羽
田
発
。

一
一月
十
三
日

、

東
パ
経
由

、

カ
ト

マ
ン
ズ

着
.二

月
十
四
日

、

松
尾
、
佐
藤
カ
ル
カ
ツ
タ

へ
(
カ
ル
カ
ッ
タ
隊
荷
通
関
イ

ン
ド
園
内
陸

送
)。一

一
月
十
九
日、

後
発
六
名
門
片
岡

、

堀
、

森
田

、

宮
崎

、

岡
村

、

市
野
〉
羽
田
発
。

一
一
月
二十
日

、

東
.
パ
経
由、
カ
ト

マ
ン
、
ス

着
・

三
月
十
一
日

、

全
隊
員
、
現
地

一一
雇
用
人
夫

空
路
ポ
カ
ラ
集
結
、
隊
荷
ノ
1

タ
ン
ワ
、
パ

イ

ワ
ラ

経
由
陸
路
ポ
カ
ラ
着
。

三
月
十
四
日

、

偵
察
隊

、

ポ
カ
ラ
発
キ
ャ

ラ
バ
ン
開
始
、
ポ
ー

タ
l

十
一
名
。

一
一
一
月
十
六
日
、
本
隊
ポ
カ
一

7
発
キ
ャ
ラ
パ

信
州
大
学
ネ
パ
ー

ル
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
二
峰
(
七
九
三
七

m
)
登

山
中
佐
藤
正
敏
隊
員
が
転
落
死
亡
す
る
ア
ク

シ
デ
ン
ト

を
起
こ
し
た
。
こ
こ
に
行
動
概
要

お
よ
び
遭
難
事
故
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
報

告
す
る
。

マ
遠
征
隊
氏
名
(
隊
長
)
西
郡
光
昭
・

三

十
一
歳
医
師

(
副
隊長
〉
片
岡
格
・

三
十
五

歳

(隊
員
)
堀
勝
彦
・

三
十
六
歳

、

森
田
稲

士
ロ
帰・
三
十
歳

、

松
尾
武
久
・

二
十
九
歳
、

宮
崎
敏
孝
・

二
十
八
歳

、

岡
村
知
彦
・

二
十

入
歳

、

扇
能
清
・

二
十
三
歳
、
山
下
泰
弘

・

二
十
三
歳

、

佐
藤
正
敏
・

二
十
二
歳
、
市
野

和
雄
・

二
十
一
歳
。

ン
関
始
、
ポ
1

タ
l

百
四
十

一名
、
キ
ャ

ラ

バ
ン
・

ル
I

ト
H

ポ
カ
ラ
よ
り

東
進
し
マ
ル

シ
ャ

ソ
デ
ィ
河
に
入
り

、

こ
れ
を
糊
行
、
ベ

ー

ス
キ

ャ
ン
プ
ま

で
十
一
日
。

三
月
一
二
十
五
日、
ピ
サ
ン
村
に
て
本
隊

、

偵
察
隊
合
流
。

一
一
一
月
二
十
六
日
、
ピ
サ
ン
村
よ
り
、
サ
ラ

タ
ン
谷
を
捌
行
約
三
如
、
標
高
三
五
O
O
m

地
点
に
B
C

建
設
。

三
月
二
十
八
日

、

登
山
開
始

、

登
山
ル
ー

ト

H

サ
ラ
タ
ン

谷
源
流
の
氷
河
か
ら
ア

ン
ナ

プ
ル
ナ
二
峰

(
七九
三
七
m
)
北
西
壁
経
由

と
す
る
。

三
月
三
十
日
、
C
1

建
設

、

標
高
四
五
O

O
m
。

四
月
三
目
、

C
2

、

標
高
五
三
O
O
m
。

四
月
二
十
八
日
、
C
3

、

標
高
六
三
O
O

m
、

C
3

建
設
に
至
る
問

、

雪
崩
に
よ
っ
て

予
定
ル
l

ト

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と

。
十
日
間
悪
天
候
が
続
い
た
こ
と

に
よ
っ

て
予
想
以
上
の
日
数
を
つ
い
や
す
。

五
月
一
目

、

C
4

、

探
高
六
六
O
O
m
。

五
月
三
日
、
C
5

、

標
高
七
三
O
O
m
。

五
月
四
目

、

隊
員
佐
藤
正
敏
お
よ
び
サ
1

ダ
l

、
ギ
ル
ミ
・

ド
ル
ジ
ェ
頂
上
を
目

指
し

C
5

発
、

標
高
七
八
O
O
m
ま

で
到
達

、

登

頂
果
さ
ず
下
山
途
中
、
標
高
七
一
ニO
O
m
地

点
に
て
疲
労
の
極
に
達
し
た
た
め
、
サ
ー

ダ

ー

は
佐
藤
の
身
体
を
ロ
I

プ
に
て
固
定
し
、

現
場
に
て
待
機
す
る
よ
う
伝
え
C
5

に
救
援

を
求
め
る
。
C
5

に
待
機
中
の
松
尾
隊
員
お

よ
び
シ
ェ
ル
パ
、
ベ
ン
パ
・
ノ
ル
プ
、
急
を

聞
き
現
地
に
急
行
せ
る
も
佐
藤
の
姿
な
く
、

滑
落
行
方
不
明
と
推
定
さ
れ
た
。
滑
落
推
定

時
刻
午
後
十
時
十
五
分
i

三
十
分
。

五
月
五
日

、

松
尾
、
シ
ェ
ル
パ

、

.
ヘ
ン
パ

・

ノ
ル
ブ
に
よ
っ
て
現
地
捜
索
が
行
な
わ
れ

た
が
滑
落
の
形
跡
認
め
ら
れ
る
も
遺
体
確
認

遭
難
に
関
す
る
経
過

五
月
四
目
、
隊
員
佐
藤
正
敏
、
サ
ー

ダ
l

ギ
ル
ミ
・
ド
ル
ジ
ェ
、
登
頂
メ
ン
バ
ー

と
し

て
午
前
六
時
十
五
分C
5

発
、

ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
二
峰
頂
上
に
至
る
西
稜
を
た
ど
り
、
午
後

一
二
時
標
高
七
八O
O
m
地
点
に
到
達
。
し
か

し
強
風
、
寒
気
加
わ
り

、

当
日
中
の
登
頂
は

可
能
性
少
な
い
た
め

、

登
行
継
続
を
断
念
す

る
よ
う
隊
長
よ
り
指
示
が
あ
り

、

C
5

に
向

け
下
降
を
開
始
す
る

(
午後
三
時
三
十
分
)
。

こ
の
帰
途

、

佐
藤
の
疲
労

、

体
力
消
耗
激

し
く
、

歩
行
継
続
き
わ
め
て
困
難
と
な
り

、

二
固
に
わ
た
り
雪
面
を
滑
浴
し
た
。
幸
い
に

も
安
全
確
保
の
た
め
、
戸
l

プ
を
結
ん
で
い

た
サ
l

ダ
l

の
停
止
に
よ
っ
て
こ
と

な
き
を

得
た
。
こ

れ
以
上
の
下
降
継
続
は
き
わ
め
て

危
険
性
大
と
判
断
し
た
サ
1

ダ
i

は
標
高
七

三
O
O
m
地
点

、

稜
線
上
の
雪
面
に
小
テ
ラ

ス

を
作
り
、
ピ
ッ
ケ
ル
を

雪
面
に
十
分
深
く

打
ち
込
ん
で
、
佐
一
燃
の
身体
を
戸
l

プ
で
結

び
固
定
し

、

若
干
の
食
糧
を
残
し
、
救
援
隊

の
到
着
ま
で
待
つ
よ
う
伝
え
て
救
援
を
求
め

る

ベ
く
単
身
C
5

に
向
け
下
降
。
疲
労
因
ば

い
し
な
が
ら
た
ど
り

着
い
た
。

以
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
救
援
お
よ
び
現

場
捜
索
に
あ
た
っ
た
松
尾
隊
員
の
報
告
に
ゆ

ず
る
が
、
松
尾
の
酬
は
索
結
果
お
よ
び
サ1
ダ

ー

の
報
告
か
ら
断
判
し
て

、

佐
阪
は
自
力
で

行
動
せ
ん
と
し
ロ
1

.

フ
を
解
き

、

誤
っ
て
滑

落
し

た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
滑
落
地
点
よ
り

下
部
平
坦
地
ま
で
の
落
差
(
千
三
百
m
)
も

考
え
あ
わ
せ

、

行
方
不
明
と
は
い
え

、
死
亡

し
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

山
山
米
ず、

佐
旅
行
方
不
明
な
る
も
事
実
上
死

亡
し
た
も
の
と
判
断
、
加
え
て
捜
索
続
行
不

可
能
と
判
断
し
て
当
日
午
後
よ
り
上
部
キ
ャ

ン
プ
撤
収
開
始
。

五
月
十
日

、

全
員
B
C

集
結
。

五
月
十
三
日

、

B
C

撤
収

、

帰
路
キ
ャ
ラ

ハ
ン開
始
(
ポ
1

タ
1

七
十
五
名
)
。

五
月
二
十
一日
、

ポ
カ
ラ
帰
着
。
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ン
の
叫
び
を
聞
き
、
ザ
イ
ル
を
繰
つ
る
の
で

あ
る
。
と
り
え

の
な
い
気
持
が
脳
一
一
袋
に
き
ら

め
く
。
美
し
い
モ
ル
ゲ
ン
ロ
l

ト

に
輝
く
穂

高
、
そ
し
て
昨
夜
か
ら
の
樹
氷

も
次
第
に
消

え
て
ゆ
く
。
岳
川
谷
へ
と
森
林
の
中
を
ス
キ

登
山
史
を
研
究
す
る

と
、
ひ
と
く
ち
に

い

一
て
同
社
の
資
料
室
に
出
か
け
よ
う

と

は
思
っ

一
ー
は
す
べ
る

。
静
か
な
朝
の
空
気
に
漂
う

木

つ
で
も
こ
れ
ほ
ど
や
っ

か
小
な
仕
事
は
な
一
て
い
た
が
、
な
か
な
か
ひ
ま
が
な
い
。
一
々
の
粉
、
絶
え
ず
流
れ
て
い
る
梓
川
の
せ
せ

い
。
必
要
と
す
る
登
山
の
記
録
の
確
認
が
む
一
た
ま
た
ま
神
田
の
古
書
会
館
の
何
か
の
古
一
ら
ぎ
。

山
男
た
ら
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

ず
か
し
い
か
ら
で
あ
る
。
明
治
以
前
の
登
山
一
書
展
の
と
き
、
ふ
と
限
に
つ
い
た
の
が
「
文
一
ぬ
も
の
で
あ
る
.

記
録
と
い
っ
た
古
い
も
の
な
ら
ま

だ
し
も
昭
一
芸
春
秋
三
十
五
年
史
稿
」
と
い
う
同
社
の
社

一
森
林
帯
を
出
て
か
ら
雪

は
か
な
り
深
く

、

和
以
降
の
近
代
登
山
の
記
録
で
も

一
般
に
発

一
史
で
あ
っ
た
。
手
に
と

っ

て
み
る
と
、

創
刊
一
西
穂
高
登
路
の
下
ま
で
は
、
小
屋
か
ら
二
時

表
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

た
い
へ
ん
多
い
。
一
口
す
か
ら
の
目
次
が
、
そ
の
ま
ま
、
す
ら
り
と
出
一
間
半も
要
し
た
。
こ
こ
を
ス
キ

l

デ
ポ
ッ
ト

祭
大
山
岳
部
に
よ
る
厳
冬
期
の
西
穂
高
岳
一
て
い
る
。
昭
和
コ
一
年
の
項
を
ず
っ
と
追
っ
て
一
と
し
て
、
ま
ず
輪
か
ん
じ
き
に
は
き
か
え
る
。

初
登
頂
の
記
録
を
制
ベ
る
の
も
、
か
な
り
ま
一
行
く
と
あ
っ
た
、
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
三
月
一
そ
れ
は
ス
キ

1

使
用
者
が
た
だ
二
人
の
み
に

わ
り
道
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
厳
一
号
(
第
六
年
第三
号
)
の
ス
ポ
ー

ツ

セ

タ
シ
一
て
ジ
グ
ザ
グ
に
上
る
時
間
の
空
授
を
考
慮
し

冬
の
西
穂
高
が
昭
和
三
年
一
月
決
大
隊
に
よ
一
ョ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
西
穂
高
岳
ス
キ

l

一
て
の
こ
と
で
あ
る
。
人
夫
N
を
先
頭
に
夏
の

っ
て
登
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
一
登
山
。
石

塚
照
夫
」
と
あ
る
で
は
な
い
一
ガ
レ
を
登
る
。
上
庖
雪
崩
の
洛
ち
た
上
は
雪

ン
は
、
藤
田
信
道
氏
が
そ
の
箸
「
積
雪
期
登
一
か
。
こ
れ
、
こ
れ
と
ば
か
り
/
1

ト
に
メ
モ
一
は
し
ま
っ

て
比
較
的
楽
で
あ
る

。
し
か
し
き

山
」
(
昭
和
八
年
刊
)
の
中
の

「
乾
燥
雪
崩
」
一
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が

、

さ
て
現

一
ょ

う

は
、
二

、

三
目
前
か
ら
の
天
候
の
具
合

と
い
う
論
文
の
中
で
「
昭
和
三
年
一
月
、
良
一
物
を
見
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
。
幸

い
日
一
で
雪
崩
の
落
下
す
る
の
心
配
さ

え
も
な

い
。

大
山
岳
部
の
先
輩
石
塚
氏
が
西
穂
高
岳
に
岳
一
本
山
岳
会
図
書
姐
当
理
事
の
野
上
成
勇
氏
は
一
一
回
目
の
食
物
を
と
り
、
尾
根
ま
で
は
た
だ

川
よ
り
登
っ
た
と
き
に

も

、
岳
川
谷
の
天
候
一
国
会
図
書
館
に
お
勤
め
で
あ
る
。
き
い
て
み
一
上
り
一
方

、

雪
も
軟
質
に
な
っ
た
が
膝
の
上

に
起
因
す
る
よ
り
速
か
な
る
雪
の
湿
潤
化
を
一
る
と
文
春
の
パ
ッ
グ
ナ
ン
バ
ー

は
全
部
そ
ろ
一
く
ら
い
ま
で
が
最
も
深
く
、
そ
れ
で
も
人
夫

利
用
さ
れ
て
西
穂
高
の
タ
l

ロ
ア
ー
ル
に
あ
一
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
ぐ
そ
の
コ
ピ
ー
を
一
だ
けは
ず
い
ぶ
ん
つ
ら
い
ら
し
い
。

っ
た
湿
潤
雪
崩
の
デ
ブ
リ
を
登
っ
て
い
る
」
一
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。
一
二
回
目
の
食
物
を
と
っ
て
か
ら
傾
斜
も
急

と
い
う
僅
か
数
行
の
記
事
に
よ
っ
て
承
知
し
一
同
書
一
一

一
一
一
ペー
ジ
か
ら
一
一
三
二
ペー
ジ

一
に
な
り
ガ
レ
が

山
稜
近
く
二
分
す
る
地
点
よ

て
い
た
。
一
に
わ
た
っ
て
厳
冬
期
の
西
穂
高
の
記
録
が
く
一
り
右
方
を
登
り
午
後
二
時
山
修
に
登
り
着

農
大
山
岳
部
の
部
報
「
ダ
ス
・
ネ
l

ベ
ル
一
わ
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
一
月
一
く
。
信
州
側
三
間
ほ
ど
下
で
風
を
よ
け
、
輪

メ
l

ヤ
」
創
刊
号
は
、
昭
和
六
年
十
二
月
に
一
七
日
横
尾
谷
に
向
か
う
慶
大
隊
と
前
後
し
て
一
か
ん
じ
き
を
グ
ラ
ン
ポ
ン
に
は
き
か
え
る
。

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
「
石
塚
氏
一
上
高
地
に
到
着
、
五
千
尺
旅
館
前
の
林
の
中
一
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
た三
人
は
N
、

H
、

I

の

の
記
録
と
し
て
一
九
二
八
年
一
月
の
西
穂
高
一
の
小
舎
に
は
い
り
、
一
月
八
日
は
焼
岳
に
遊
一
順
で
吹
き
ま
く
る
氷
澗
と
戦

っ

て
ハ
ッ
ケ
ン

初
登
畿
を
裁
せ
た
か
っ
た
が

、

同
原
稿
が
問
一
び
、
翌
一
月
九
日
商
穂
高
沢
か
ら
の
西
穂
高
一
を
行
な
い
、
連
続
登
畿
で
午
後
二
時
半
す
ぎ

に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
二
七
年
四
月

一
岳
登
頂
に
成
功
し
た
。
以
下
は
そ
の
日
の
紀

一
西
穂高
岳
の
頂
に
た
ど
り
着
い
た
。
長
い
間

の
『
春
の
前
穂
高
岳
と
明
神
岳
の
登
挙
』
を

一
行
で
あ
る
。
一
の
憧
様
で
あ

っ
た
氷
頂
に
突
き
刺
さ
れ
た
三

と
る
こ
と
に
し
た
」
と
あ
り
、
西
穂
高
の
記

一
「
火
に
は
じ
か
れ
る
薪
の
音
に
限
を
さ
ま
一
本
の
ピ
ァ
ケ
ル
も
、
傾
き
か
け
た
冬
の

陽
に

録
は
出
て
い
な
い
。
O
B

で
日
本
山
岳
会
の

一
せ
ば
人
夫
は
朝
飯
の
用
意
に
い
そ
が
し
い
。

一き
ら
め
い
て
い
る
。
た
だ
一
枚
の
写
真
を
や

評
議
員
を
さ
れ
て
い
る
織
内
信
彦
氏
に
お
質
一
ラ
テ
ル
ネ
の
ロ

1

ソ
グ
の
光
が
無
心
に
動
く
一
っ
と
と
り
、
ひ
と
み
を
四
方
に
転
ず

る
。
近

ね
し
た
と
こ
ろ

、
案
内
は
中
島
政
太
郎
で
こ
一
ブ
ナ
の
木
の
燃
え
上
る

焔
と
共
に
な
っ
か
し
一
く
笠
、
槍
、
薬
師
、
速
く
富
士
、
赤
石
が
望

の
記
録
は
、
そ
の
ζ

ろ
雑
誌
「
文
芸
春
秋
」
一
い
。
午
前
六
時
上
高
地
が
明
け
放
つ
前
ス
キ
一
ま
れ
る
。
三
角
点
標
柱
に
付
着
せ
る
雪
は
函

に
石
塚
氏
が
た
し
か
堂
聞
か
れ
て
い
る
は
ず
で
一

ー

を
つ
け
て
梓
川
に
沿
う
て
上
る
。
無
口
で
一
白
い
か
つ
こ
う
で
あ
る
。

あ
る
と
の
ご
返
事
で
あ

っ

た
。
た
だ
何
号
だ
一
進
む
黒
影
は
三
個
、
暁
の
寒
さ
は
毛
手
袋
三
一
頂
を
逃
げ
る
よ
う
に
辞
し
、
尾
根
を
下
っ

か
む
ろ
ん
不
明
で
あ
る
と
の

ζ

と
。
文
春
に
一
枚
を
も
通
し
て
痛
む
。
き
ょ
う
は
西
穂
高
の
一
て
グ
ラ
ン
ポ
ン
を
と
る
。
凍
っ
た
紐
は
全
部

は
知
り
あ
い
も
い
る
の
で
、
ひ
ま
を
見
つ
け
一
山
稜
に
ピ
ッ
ケ
ル
を
打
ち
ふ
り
、
タ
ラ
ン

.

ホ

一
切
り
は
な
し
、
感
覚
の
な
く
な
っ
た
手
で
輪

L
 

|
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登
山
史
の
発
掘
1
l

厳
冬
期
の
西
穂
高
岳
の
記
録

山

崎

{
女
治

か
ん
じ
き
そ
-
つ
が
っ
て
直
ち
に
下
る
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
か
じ
り
、
陽
が
か
げ

っ
て
よ
り

寒
く
な
っ
た
中
を
ス
キ

1

デ
.
ホ
ッ
ト
ま
で
一

気
に
下
る
。
ス
キ
ー

に
は
き
か
え
て
か
ら
空

腹
に
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
を
つ
め
込
む
。
軽
く

す
べ
り
出
す
ス
キ
ー

も
次
第
に
早
く

、

い
く

ど
か
豪
壮
な
転
倒
を
す
る
。
森
林
の
中
を
走

り
下
る
。
淡
く
暮
れ
て
か
え
り
み
れ
ば
穂
高

に
タ
映
は
終
わ
り

、
最
後
の
息
を
引
き
取る

太
陽
の
心
細
き
雲
へ
の
反
射
、
マ
ド
ロ
ス
か

ら
昇
る
紫
煙
も
大
空
に
と
け
込
ん
で
ゆ
く
。

山
に
戻
る
ウ
サ
ギ
に
驚
ろ
か
さ
れ

、
小
屋
に

戻
っ
た
の
は
六
時
近
か
っ
た
。
う
す
暗
い
ラ

ン
プ
の
光
の
下
に
爺
さ
ん
の
笑
顔
が
う
か
が

わ
れ
る
。

一
杯
の
プ
ド
1

酒
、
凍
っ
た
維
詰
の
味
も

下
界
で
は
想
像
だ
け
で
あ
る
。
な
す
べ
き
こ

と
を
な
し
お
え
た
気
軽
さ
は

、

ゆ
る
み
か
け

た
心
に
も
わ
か
る
け
れ
ど
も
幾
分
か
の
興
奮

に
夜
は
早
く
寝
つ
か
れ
な
い
。
」

一
月
十
一
日
ま
で
悪
天
候
の
た
め
滞
在
し

十
二
日
徳
本
峠
越
え
で
下
山
し
た。

私
は
早
速
こ
の
記
録
の
発
見
を
織
内
氏
に

報
告
し
文
中
N
と
あ
る
の
は
案
内
の
中
畠
政

太
郎
、
H
と
あ
る
の
は
林
二
郎
氏
、
ー

は
リ

ー

ダ
ー

の
石
塚
照
雄
氏
(
夫
は
誤
り
〉
で
あ

る
旨
ご
返
事
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
上
高
地

の
小
屋
と
い
う
の
は
、
昭
和
三
年
ま
で
農
大

山
岳
部
が
五
千
尺
か
ら
借
り
、
ベ
ー
ス
と
し

て
使
用
し
て
い
た
も
の
で

、

五
千
尺
の
前
の

梓
川
べ
り
の
林
の
中
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

積
雪
期
の
穂
高
は
、
こ
の
こ
ろ
ち
ょ
う
ど

春
期
に
お
け
る
初
登
頂
が
ひ
と
わ
た
り
終
わ

っ

て
、
さ
ら
に
困
難
な
厳
冬
期
の
登
頂
が
当

時
の
第
一
線
の
登
山
者
に
よ
っ
て
最
大
の
諜

題
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
先
端
を
切
っ
て
活

躍
し
て
い
た
の
が
慶
大
で
あ
り
、
さ
ら
に
早

大
が
こ
れ
に
続
い
て
い
た
が

、

こ
う
し
た
学

生
登
山
者
に
伍
し
て
農
大
の
活
躍
も
注
目
さ

れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
最
も
大
き
な
成

果
が
こ
の
厳
冬
期
西
穂
高
初
登
頂
と
な
っ
た

の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
昭
和
三
年

一月
九

3交守会報製本御引受け 3食た
製本代 (α25引1 号-30叩0 号)金 700 円也
送料別受け 金 1叩20 円也

ナ力バヤシ株式会社
妻京店.文京区水道刊
医店.都島区相生町 7，電話 (352) 3491 (代表)

名古屋店・昭和区雪見町 1-15， 電話 (731) 7331 (代表)
工場 : 大阪工場(堺市)，東京工場(戸国町〉

砂宵文字その他については往復はがきで
日本山岳会内「会報曇員会」に御相厳下さい‘

日
に
は
、
ま
た
同
じ
日
本
郷
常
幸
氏
を
リー

ダ
ー
と

す
る
際
大
パ
ー

テ
ィ
が
、
横
尾
岩
小

舎
か
ら
北
尾
根
を
登
り
、
前
穂
高
登
頂
に
成

功
し
て
い
る
。
天
候
の
状
態
に
よ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
奇
し
く

も
同
日
厳
冬
の
西
穏
と
前

穂
が
極
め
ら
れ
、
穂
高
岳
の
登
山
史
上
に
貴

重
な
一
ペ
ー

ジ
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
そ
の
後
古
書
展
に
行
く
た
び
に
文
春

の
古
い
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
限
を
つ
け
て
い

た
が
、
や
っ
と
そ
の
原
本
で
あ

る
昭
和
三
年

三
月
号
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
内
容

は
「
無
産
政
党
座
談
会
」
「
井
上
侯
暗
殺
事

件
の
真
相
」
な
ど
当
時
の
世
相
を
物
語
っ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
六

日
の
日
本
山
岳
会
の
年
次
晩
餐
会
の
日
の
こ

と
で
、
「
こ
の
一
本
展
」
に
そ
っ
と
並
ベ
て

お
い
た
ら
、
織
内
氏
が
素
早
く
限
に止
め
、

よ
く
探
さ
れ
ま
し
た
ね
、
と
い
わ
れ
た
。

…
原
稿
募
集

会
員
通
信
、
随
想
、
研
究

…

…
な
ど
会
報
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

…
- 837 ー ( 3 ) 
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『
ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ュ
便
り
』

I 

樫
原
正
勝

(ノ
シ
ャ
ツ

ク
対
面
ル
l

卜

〉

今
こ
の
限
で
テ
ィ
リ
ッ
チ

・

ミ

l

ル
を
見

て
い
ま
す
。
日
本
を
離
れ
て
早
や
三
週
間

、

イ
ン
ド
、
ア
フ

ガ
ン
を
経
由
し
て
カ

イ
パ
ル

峠
か
ら
陸
路
パ
キ
ス
タ
ン
に
入
り
ま
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
に
入
つ

て
の
第
一
印
象
は
人

聞
が
ト
ゲ
ト
ゲ
し
い
感
じ
と
、
そ
し
て
暑
い

と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

ピ
ン
デ
ィ
で
簡
単
に
外
務
省
関
係
の
手
続

き
を
済
ま
せ
、
.
ヒ
ン
デ
ィ
、
デ
ィ
1

ル
、
チ
ト

-フ
ル
と
陸
路
二
ト
ン
の
荷
を
運
び
ま
し
た
。

今
、

時
計
は
朝
七
時
半
を
指
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
み
る
七
O
O
O
m
、

そ
し
て

ヒ

ン
ズ

ー

グ
シ
ュ
の
山
、
さ
す
が
に
心
踊
る
気
持
ち

は
隠
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
ダ
ラ
ー
ま
で
ジ
1

.

フ
、
そ
し
て

ア
ト
ラ

ッ
ク

氷
河
へ
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
進
め

ま
す
。
隊
員
は
皆
元
気
で
す
。
ま
た

B
C

か

ら
お
便
り
致
し
ま
す
。
お
元
気
で
。

松
商
H
K
E

ぇ
。
印
-
d州M
r
N
R
U
切
己
円
}d
m凶
コ
C
O
l

U
5
7
r
2
r
u
o円O
E
E
F
(UE
E

-­

(UE
ロ
ω
一
ω
z
z

t弓
2
7

同V
ω
rFω
E
Hロ
・

松
商
短
大

(
吉
沢
宛
〉

E

の
1石

川
支
部
津
田
文
夫

(テ
ィ

リ

ッ

チ
・
ミ
l

ル
)

拝
啓
、
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
が
、
ぉ

元
気
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

小
生
よ
ん
ど
こ
ろ
な
き
事
情
に
よ
り
遂
に

登
山
隊
に
参
加
す
る
破
目
と
な
り
五
月
二
五

日
本
隊
よ
り
一
週
間
遅
れ
て
羽
田
を
発
ち
ま

し
た
。
余
り
突
然
の
こ
と
と
て
ご
挨
拶
を
い

た
し
そ
び
れ
申
訳
け
な
く
思
っ

て
い
ま
す
。

五
月
二
八
日
、
日
本
大
使
館
の
つ
き
そ
い

で
外
務
省
(
イ
ス
ラ
マ
パ
1

ド
〉
で
担
当
官

よ
り
注
意
あ
り
、
連
絡
{
自
の
ム
ハ
マ
ッ
ド・

デ
ィ
ン
大
尉
と
会
い
ま
し
た
。
(
カ
ラ
チ
で

は
入
国
の
際
は
ス
ム
ー

ズ
に
ポ
ン
と
三
カ
月

の
入
国
サ
イ
ン
を
く
れ
、
税
関
も
フ

リ

l

パ

ス
で
し
た
が
、
国
内
線
に
乗
り
換
え
る
時

、

荷
物
の
中
味
を
底
ま
で
調
ベ
、
身
体
検
査
ま

で
さ
れ
る
厳
重
な
何
層
も
の
検
査
あ
り
、
ピ

ッ
ケ
ル
も
カ
メ
ラ
も
ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
に
到

着
し
た
ら
返
す
と
、
取
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

私
達
の
あ
と
か
ら
ソ
連
隊
が
入
る
と
か

(
ル1
ト

は
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
)

で
、
七
月
二
五
日
ま
で
の
登
山
期
間
が
更
に

つ
ま
り
、
七
月
二
五
日
、
ア
ル
カ
リ
を
発
つ

こ
と
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

天
候
状
態
悪
く
、
六
月
一
日
陸
路
で
デ
ィ

l

ル
に
向
い

、

デ
ィ
1

ル
着
六
月
二
目
、
ト

ラ
ッ
ク
の
上
乗
り
を
し
て
チ
ト
ラ
ル
着
。

最
近
ロ
ワ
ラ
イ

・

パ
ス
は
開
通
し
た
様
子

で
ま
だ
途
中
は
雪
を
切
り
開
い
て
い
ま
し

た
。
も
う

二
度
と
や
る
ま
い
と
思
っ
た
ロ
ワ

ラ
イ
峠
越
え
を
、
し
か
も
二
度
も
ト
ラ
ッ

ク
で
(
更
に
一
度
は
ジ
l

プ
で
〉
し
た
の
は

私
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か

と
変
な
自
慢
を
し

て

い
ま
す
。

六
月
四
日
、
荷
物
を
順
次
一
台
の
ジ
l

プ

の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
で
シ
ョ
ゴ
ッ
ト
ま
で
送
り

わ
れ
わ
れ
は
明
日
シ
ョ
ゴ
ッ
ト
へ
向
う
予
定

で
す
。

あ
と
は
イ
ン
シ
ア
ラ

l

〈
神
の
御
心
の
ま

ま
に
)
の
文
句
通
り

、

登
山
期
間
の
変
更
及

び
人
員
の
変
更
不
許
可
に
よ
り

、

人
員
の
減

少
も
加
え
て
事
態
は
大
変
困
難
で
す
が

、

と

に
角
頑
張
っ
て
み
る
つ
も
り
で
す
。

私
達
の
あ
と
か
ら
直
ぐ
に
松
商
隊
、
イ
タ

リ
ア
隊
等
々
が
同
時
に
チ
ト
ラ
ル
入
り
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
蛇
足
が
多
く
て
失
礼
で
す
が
、
と
り

あ
え
ず
ご
報
告
ま
で
。

チ
ト

ラ
ル

、

シ
ャ
1

ザ
ダ
邸

、

レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
て

、

六
月
四
日

〈
吉
沢
宛
)

E

の
2石

川
支
部
津
田
文
夫

ど
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
が
ご
元
気
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
私
達
は
六
月
一
O
日
デ
ィ

ル
ゴ
ン
の
B
C

を
建
設
以
後

、

高
度
順
化
と

偵
察
ψ
桑
ね
て

、

デ
ィ
ル
ゴ
ル
前
衛
降
の
マ

ル
ギ
リ
ゾ
ム
よ
り
の
コ
ル
そ
の
他
へ
登
っ

た

り
、
ア
イ
ス
フ
ォ

ー

ル
の
ル
1

ト
工
作
を
や

っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
例
の
テ
ィ
リ
ッ
チ

・

ミ

l

ル
南
西

稜
は
上
部
ア
ス
イ

カ
ン
テ
付
近
の
絶
え
間
な

い
雪
崩
と
、
右
肩
の
懸
垂
氷
河
よ
り
の
プ
ロ

ッ
グ
崩
嬢
が
、
C
2

、

C
3

予
定
地
点
を
洗

う
た
め

、

遂
に
こ
の
ル
1

ト
を
断
念
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

引
続
き
サ
ウ
ス
氷
河
峰
の
南
稜
(
仮
称
〉

へ
突
き
上
げ
る
雪
渓
に
ル
1

ト
の
可
能
性
を

見
出
し
、
六
月
一
九
日
、
氷
爆
を
越
え
て
南

稜
下
に
c
ー

を
建
設
、
本
日
(
二
O
日
)
稜

線
上
の
C
2

建
設
(
予
定
地
の
確
認
)
を
行

な
う
予
定
で
す
。

な
お
、
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
私
達
の
C

l

付
近
で
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
製
の
テ
ン
ト
の

ベ
グ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
多
分
昨
年
の
隊
の

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が

、

も
し
か
し
た
ら
U

年
か
ω
年
に
入
っ

た
隊
の
も
の
か
と
思
い
一

応
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

本
日
メ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
が
出
る
と
の
こ
と

な
の
で
取
り
あ
え
ず
ご
報
告
ま
で
。

Jア
ィ

ル
ゴ
ル
B
C

に
て

六
月
二
O
日

追
記
、
私
達
の
あ
と
に
ソ
連
隊
が
テ
ィ
リ

ァ
チ
・
ミ
l

ル
へ
登
る
(
別
ル1
ト
の
様
子
)

と
か
で

、

登
山
期
間
は
ア
ル
カ
リ
を
発
つ
の

が
七
月
二
五
日
と
期
限
を
更
に
せ
ば
め
ら

れ
、

苦
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

(
吉
沢
宛
)

な
お

、

津
田
君
の
奥
さ
ん
か
ら
の
情
報
に

よ
る

と
、
二
週
間
位
前
か
ら
仰
の
ル1
ト

で

テ
ィ
リ
ッ
チ

・

ミ

1

ル
を
や
っ
て
い
る
隊
が

一
つあ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

E
 

静
岡
登
筆
ク
ラ
ブ

秋
山
礼
佑

(サ
ラ
グ
ラ
l

ル
南
壁
)

夏
尽
も
も
う
そ
ろ
そ
ろ
暑
く
な
る
頃
と
思

い
ま
す
が
、
相
変
ら
ず
お
元
気
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

小
生
達
の
静
岡
登
挙
グ
ラ
ブ
一
九
七

一
年

H
K
登
山
隊
は
、
こ
ち
ら
へ
参
り
ま
し
て
か

ら
ご
名
の
陛
員
追
加
申
請
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
幸
い
な
る
か
な
通
常
の
約
一
週
間
(
他

の
隊
の
進
行
状
況
に
比
ベ
て
)
程
の
ロ
ス

・

タ
イ
ム
を
し
た
だ
け
で
、
異
例
の
許
可
が
出

ま
し
た
。

今
年
外
国
隊
を
含
め
て
約
初
隊
が
こ
ち
ら

へ
参
っ
た
よ
う

で
す
が

、

そ
の
う
ち

で
メ
ン

バ
ー
-

チ
ェ
ン
ジ
が
認
め
ら
れ
た
の
は
わ
が

隊
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

曾
野
大
使
は
全
く
不
可
能
だ
か
ら
こ
れ
は

無
理
と
い
う
も
の
だ
、
と
随
分
そ
っ
気
な
か

っ
た
の
で
す
が

、

p
I

A

が
全
面
的
に
協
力

し
て
く
れ
て
大
い
に
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の

点
で
'は
小
生
の
判
断
に
ほ
ぼ
狂
い
が
な
か
っ

た
よ
・
つ
で
す
。

ど
う
も
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
極
め
ず
最

後
ま
で
あ
や
ふ
や
な
こ
ち
ら
の
外
務
省
の
態

度
に
す
っ

か
り
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

は
G
H
Q

あ
た
り
よ
り
外
務
省
に
一
木
化
さ

れ
た
窓
口
が
も
の
を
一
言っ
て
い
た
よ
う
で

す
。し

か
し
こ
の
国
の
こ
と
で
す
か
ら
ま
た
来

年
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

(s
頁
に
続
く
)

。
ナ
ガ
l

ル
コ
ッ
ト
の
展
望
。

左
図
は
ネ
パ
l

ル
の
観
光
協
会
か
ら
出
し

て
い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
あ

っ
た
も
の
で
、

カ
ト
マ
ン
ズ
を
訪
れ
た
り
、
飛
行
機
か
ら
ヒ

マ
ラ
マ
が
見
え
た
り
す
る

時
の
参
考
ま
で
に

借
用
し
て
お
限
に
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
ど

ん
な
山
が
見
え
る
か
、
こ
れ
で
大
体
の
見
当

は
つ
け
ら
れ
る
と
思
う
。

ナ
ガ
ー
ル
コ
ッ
ト

は
海
抜
二
一
七
六

m
の

丘
で

、

パ
ド
ガ
オ
ン
の
向
う

、

カ
ト
マ
ン
ズ

盆
地
の
東
に
あ
り
、
車
で
行
け
ば
簡
単
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
東
部
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
見
る
に
は

や
は
り
大
気
の
澄
ん
だ
一
O
月
か
ら
一
一
一
月
の

頃
ま
で
が
よ
い
。
エ
ベ
レ
ス
ト

・

ロ
ッ

ジ
と

い
う
の
が
丘
の
上
に
立っ
て
い
て
、
食
事
そ

の
他
の
サ
ー

ビ
ス
を
し
て

く
れ
る
。

カ
ト
マ
ン
ズ
近
一
傍
の
展
望
台
と
し
て
は
こ

の
他
に
、
ダ
マ
ン
、
カ
カ
ニ
、
ド
ウ
リ
ケ
ル

な
ど
と

い
う
と
こ
ろ

も
あ
る
。

次
回
す
に
は
ダ
マ
ン
か
ら
の
展
望
図
を
紹
介

-838ー( 4 ) 

ク
ム
ジ
ユ
ン

か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
カ
ト
マ

ン
ズ
へ
艮
っ
た
目
、

-

不
時
着
す
前
に
撮
っ
た
も

の
。
白
い
ス
ワ
ヤ
ン
プ
ナ
l
ト

の
上
に
ナ
ガ
ー

ル
コ
ッ
ト

の
山

が
見
え
る
。
(
吉
沢
む
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し
た
い
と

言
っ
て
も
御
本
人
方
が
承
知
し
な

け
れ
ば
ダ
メ
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
一
回
目
に
マイ
グ
か
ら
来
た
手
紙
に
は

、

近
い
う
ち
に

御
両
所
に
会
長
の
エ
パ
ン
ズ
か

ら
手
紙
を
出
す
が
横
さ
ん
は
ユ
ウ
コ
ウ

・

マ

キ
と
書
く
よ
り
ユ
キ
オ
・

ミ
タ
と
書
く
方
が

正
し
い
の
か
と
霊
園
い
で
あっ
た
。
A
C

の
お

偉
方
の
中
に
博
識
者
が
い
て
、
両
者
が
同
じ

だ
と
主
張
し
た
の
だ
そ
う
だ
。

私
は
こ
れ
に
対
し
日
本
語
の
講
釈
ま
で
長

々

と
書
い
て
や
ら

ね
ば
な
ら
な
か

っ

た
が
、

マ
イ
ク
か
ら

は
と

ん
だ
間
違
い
を
や
ら
ず
に

済
み
御
厚
礼
申
上
げ
る
と
い
う

返
事
が
き
た

と
こ

ろ
で
今
年
の
一
月
二
十
二
日
付
で
様さ

ん
か
ら
私
に
来
信
あ
り
。

・
さ

て
昨
秋
お
話
の
あ
り
ま
し
た
A
C

会
長
エ
卿
よ
り
愚
生
を
同
会
名
誉
会
員
に

推
隠
し
た
き
旨
別
写
来
信
が
あ
り
ま
し

た
。
よ
ろ
こ
ん
で
お
受
け
す
る
旨
返
事
い

た
し

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お

打
合
に
ご
尽

力
下
さ
っ
た
こ
と

あ
り
が
た
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

当
会
の
名
誉
会
員
と
、

山

今
さ
ら
に
ご
紹
介
の
必
要

…
も
な
い
棋
有
恒
氏
と
松
方

出
叫
…

三
郎
氏
が
、
こ
の
度
英
国

b
α

・
山
岳
会
(
A
C

)
の
名
誉

叩
e
…
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
。
こ

M

・
旧
…れ
は
両
氏
に
と
っ

て
も
わ

y

山
…
れ
わ
れ
に
と
っ

て
も

大
変

町
J

…
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。

E

-
E
e
…

実
を
い
う
と
英
国
山
岳

o
h
u
 

唄
t

…
会
の
名
誉
秘
書
(
平
た
く

]

-
H四
ぱ
…
言
え
ば
無
給
事
務
局
長
の

こ
と
か
)
マ
イ
タ
・
ウ
エ

ス
ト
マ
コ
ッ

ト

か
ら
最
初

に
こ
の
こ
と
で

手
紙
が
私

…
あ
て
に
来
た
の
は
昨
年
の
二
月
八
日
付
の

…
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
ま
だ
厳
秘
で
し

か
も

非
常
に
微
妙
な
問
題
で
あ
る
が
あ
な

た
の
御
助
言
を
頂
き
た
い
、
と
い
う
書
き

出
し
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
は
横
(
以
前
会
員
で
あ
っ
た
)

松
方
(
現
会
員
)
両
氏
の
名
前
も
あ
げ
で

あ
っ
た
の
で
私
は
早
速
模
さ
ん
に
連
絡
し

て
こ
の
旨
を
伝
え
た
。
勿
論
松
方
氏
に
も

手
紙
で
連
絡
し
た
。
向
う
が
名
誉
会
員
に

(右
〉
名
誉
会
員
、
松
方

三
郎
さ
ん
、
七
二

歳
、

明
治
三
二
年
(
一
八
九
九
年
)
八
月
一

日
生
れ
。
写
真
は
こ
の

三
月
一
四
日
に
同
氏

宅
で
吉
沢
が
撮
影
。

(上
)
名
誉
会
員

、

根
有
恒
さ
ん

、

七
七
歳

明
治
二
七
年
(
一
八
九
四
年
)
二
月
五
日
生

れ
。
こ
の
写
誌
は
今
年
の
総
会
(4
U
A)
の

時
の
も

の
、

右
に
小
方
全
弘
索
。

エ
パ
ン
ズ
会
長
か
ら
の
も
の
次
の
湿
り
。

5
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ω
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ι
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口
同

と

い
う
訳
で
あ
る
が

、
燦
さ
ん
が
サ
イ

ン

な
し
で

承
諾
状
を
出
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
と

か
こ
れ
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ

面
白
い
話
が

い
く
つ
か
あ
る
。

マ
イ
タ
か
ら
の
そ
の
後
の
手
紙
に
よ

る

散
、
必
φ
一
九
二

と
、

日
本
の
御
両
氏
の

機
三
J
険
機
他
に
今
回
次
の
ょ
っ

な

縁
側
均一三
同

人
々
が
同
じ
名
誉
危

う

片
げ

主

婦

け
た
そ
う
で
あ
る
。

品

臨

h
w\
溺
ピ
タ
リ

・

ア
パ
ラ
コ

(

-

紙
繍
繍
際
際
脚
鰍

フ
、
エ
ル
ヴ
ィ
ン

・
シ

盤
固
-
-
-
-
E

ュ

ナ
イ
ダ
1

、

テ
ン
ジ

a
・
・
・・
・
・
・

ン
・

ノ
ル
ゲ
1

.

ダ
ワ

脳
・・
・
・
・
・
・
・
・
・

テ
ン
ジ
ン

.

.

.

.

.

..
 

な
お
A
C

の
一
九
七

議
翻
圃
・
・
・

一
年
度
の
幹
部
は
次
の

爾
騎
脳
.

.

.

.

 
通
り
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-
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会
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0
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玄
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2
・
副
会
長
、
巧
同
玄
C
2
ミ
・

委
員

、

司
河
・
国
内
o
o
r
0
・

(U・
〉
・
河
口
虫
色

「
〔
一
再
選
〕

副
会
長
、
の
の
者
三
5
・
財

務
、

河
-
HN
・
開
・

(ur
oュ
3

・
秘
書
玄
'
国
語

2

5
2
0
F

委
員
、
玄

・司
・
回
ω
r
o
F0
・
0
・
の
Z
MF
〈
­

z
e
〉
=
2
・
玄
・4
〈
-
Z・
ロ
ミ
・

E
Z

三

回M
o
n
y-N
・
。
-
H
v
z
t
四
円
。
=
・
司
・
〉

・

〈
〈旦
問
。
=
。
。
ι
.
ハ

吉
沢
一
郎
)

(4
頁
よ
り
続
く
)

リ
エ
ゾ
ン
は
幻
放
の
少
佐
で
山
を
や
る
気

充
分
な
偉
丈
夫
で
す
。

小
生
が
多
分
来
年
は

K
2

へ
来
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
と
水
を
向

け
ま
し
た
ら

、

そ
の
時
は
是
非
メ
ン
バ

ー

に
選
ん
で
欲
し
い

と
、
な
か
な
か
積
極
的
で

す
。
尊
敬
に
値
い
す
る
素
晴
し
い
リ
エ
ゾ
ン

を
得
て
全
く
幸
い
で
し
た
。

明
日
チ
ト
ラ
ル
へ
向
い
ま
す
。
今
年
は
こ

ち
ら
も

天
候
が
不
順
の
よ
う

で
す
。
少
々
そ

の
こ
と

が
気
に
な
り
ま
す
が

、
軽
い
気
持
ち

で
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
を

や
っ
て
帰
国
す
る

つ
も
り
で
す
。

来
年
は
是
非
に
総
隊
長
に
な
っ
て
頂
い
て

K
2
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま

す
。
思
っ

た
だ
け
で
も
楽
し
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

小
生
は
祭
不
精
で
す
か
ら
報
告
は
帰
国し

て
か
ら
口
伝
い
た
し

ま
す
。
取
急
ぎ
一
銭
ご

連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
七
一
・

六
・

三
O

ラ
ワ
ル
ピ

ン
Jア
ィ

に
て

(吉
沢
宛
〉

。
カ
ラ
コ
ル
ム
便
り
A
V

京
都
カ
ラ
コ
ル
ム
ク
ラ
ブ

小
山

(
マ
ル
ピ
テ
ィ
ン

)

前
略

、

今
日
(
五
月
二
八
日
〉
お
便
り
受

取
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
隊
の
多
く
の
遭
難
を
知
り
驚
い
て
お

り
ま
す
。

笑
は
私
達
の
隊
も

五
月
二
四
日
早
朝
四
時

五
O
分

、

C
2
か
ら
C
3
へ
の
荷
上
げ

H
P

四
名
が
、
氷
爆
の
崩
岐
に
よ
る
ブ

ロ

ッ
グ
雪

崩
に
ま
き
こ
ま
れ
て

、

一
名
は
即
死
、
一
名

午
後
三
時
一
O
分

、

息
を
引
取
り
ま
し
た
。

他
の
二
名
は
軽
傷
で
元
気
で
す
。

隊
の
行
動
を
更
に
続
け
る
か
、
中
止
す
る

か
検
討
し
た
の
で
す
が

、

期
日

の
問
題

、

賞

用
の
件
、
納
充
の
H
P

の
件
な
ど
の
問
題
で

中
止
に
決
定
し

、

今
日
二
八
日
C
3
、
C
2

貢

c
ー
を

撤
収
し
、
メ
ン
バ
ー
は
全
員
B
C
に

集
結
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー

の
一
名
は
遺
体
と
共
に
ギ
ル
ギ

ッ
ト

に
行
き
、
保
険
な
と
の
問
題
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

死
亡
し
た
H
P

の
リ
ー
ダ
ー
、
ピ

ダ
ヤ
ッ

ト

・

シ
ャ

1

は
私
達
の
迷
行
参
加
で
一
二
回

目
、

デ
ィ
ス
テ
ギ
1

ル
・

サ
l

ル
、
パ
ツ
l

ラ
、
ナ
ン
ガ
・

ル
パ
1

ル
壁
(
四
回
)
、
ラ
カ

ポ
シ
(
二
回
〉
、
チ
ト

ラ
ル
(
チ
ア
ン
タ
1

ル

氷
河
〉
、
デ
ン
タ
ル、
ヒ

ス
パ
l
(
西
山
山
岳

会
)
な
ど
に
参
加
し
た
優
秀
なH
P
で
し
た
。

も
う

一
人
の
ア
ラ
ブ
カ
1

ン
も
ナ
ン
ガ
に

何
回
も
参
加
し
た
優
秀
な
H
P

で
し
た
。

事
故
の
あ
っ

た
朝
は
C
3
入
り
す
る
惨
員

二
名
も

同
時
に
出
発
す
る

Z
Z疋
で
し
た
が

、

ホ
ン
の
少
し
の
時
間
差
で
し

た
。

以
上
、
実
に
簡
単
に
記
し
ま
し
た
。
帰
国

後
お
会
い
し
て
お
話
し
し
ま
す
。

(吉
沢
宛
〉
五
月

二
八
日
、
B
C
に
て
。

。
力
卜
マ
ン
ズ
か
ら

A
V

カ

ト
マ
ン
ズ
で
は
湯
浅
道
男
君
の
紹
介
で

ヒ

マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
の
パ
ラ

ジ
ュ

リ
君
の
世
話
に
な
っ

た
。

帰
っ
て
か
ら
直
ぐ
お
礼
の
手
紙
を
出
し
た

ら
間
も
な
く
返
事
が
来
た
。
山
が
す
っ
き
り

と
見
え
る

秋
に
是
非
来
て
く
れ
と
の
こ
と
で

あ
る
。
私
も
そ
う

し
た

い
と
思
う

。

理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
彼
は
、
信
州
大

と

愛
知
教
育
大
の
隊
を
大
変
褒
め
て
い
る
。
一

五
年
来
登
山
隊
に
同
行
し
て
い
る
が
、
こ

ん

な
立
派
な
隊
員
に
お
つ
き
合
い
し
た
の
は

初

め
て
だ
っ
た

、
と

褒
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
シ
ェ

ル
パ
も
い
る

と
か
。
大
変
嬉
し
い
便
り
で
あ

ザ
色
。こ

れ
と
対
照
的
に
、
ど
こ
の
隊
か
は
書
い

て
な

い
が
、
隊
員
と
シ
ェ

ル
パ
と
掴
み
合
い

の
喧
嘩
を
し
た
登
山
隊
も
あ
る
ら
し
い
。
双

方
の
言
い
分
を
き
か
ね
ば
判
断
は
出
来
な
い

が
、

兎
に
角
こ
う

い
う

の
は
い
け
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
ま
た
。

(
吉
沢
)

-840ー( 6 ) 
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一
(
編
者
注
・
本
航
は
原
文
よ
り

一
多
少
短
か
く
し
て
あ
る
。
殆
ん

←
ど
同
じ
も
の
が
「
岳
人
」
六
月

一
号
に
発
表
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

一
あ
る
。
〉

A
V
 

マ
ウ
ン
ト

・

タ
ッ
タ
登
頂
は
以
前
か
ら
の

夢
で
あ
っ
た
。
こ
の
山
は
高
さ
三
七
六
三
m

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
最
高
峰
で
あ
る
と
共

に
雑
峰
と
し
て
著
明
で
あ
り

、

ま
た
、
か
の

エ
ド
マ
ン
ド

・

ヒ
ラ
リ

1

卿
の
若
い
頃
か
ら

の
ト

レ
イ

ニ
ン
グ
の
場
で
も
あ
っ
た
と
聞
く

に
つ
け

、

一
度
は
登
頂
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
。

こ
の
山
は
原
住
民
の
マ
オ
リ
放
の
言
葉
で

は
「
ア
オ
ラ
ン
ギ
(
雲
を
突
き
ぬ
け
て
い
る

峰
と
云
う
意
味
)
」と
呼
び
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
と
極

地
を
除
い
て
は
最
大
と
云
わ
れ
る
タ
ズ
マ
ン

氷
河
(
長
さ
約
三
0
キ
ロ
)
の
西
側
の
略
々

中
央
に
箆
え
る
雄
峰
で
あ
る
。

さ
て

、

日
本
人
で
最
初
に
こ
の
山
に
登
頂

し
た
の
は
西
山
会
の
伊
藤
、
梶
野
等
(
一
九

六
四
年
一
一
一
月
一
一
六
日
)
で

、

い
ず
れ
も
二

O
歳
代
の
グ
ラ
イ
マ
ー
で

あ
る
。
こ
の
時
は

四
人
の
メ
ン
バ
ー

で
あ

っ
た
が
、
他
の
二
人

(
共
に
三
二
歳
〉
は
何
故
か
ス
ノ

1

キ
ャ

ッ

プ
直
下
ま
で
で
引
き
返
し
て
い
る
。
西
山
会

の
前
に
も
明
大
山
岳
部
な
ど
二
つ
の
登
山
隊

が
こ
の
山
に
挑
ん
だ
が
何
れ
も
失
敗
に
帰
し

て
い
る
。

そ
の
後

、

翌
年
二
一
月
一
一
一二日
に
は
長
野

県
山
岳
連
盟
の
治
水
、
知
久
平
パ
ー
テ
ィ
、

翌
日
に
は
志
川

、

丸
山
パ
ー
テ
ィ

が
三
回
目

の
ア
タ
ッ
タ
で
成
功
し
て
い
る
が
そ
れ
ぞ
れ

山
小
屋
か
ら
の
往
復
に
二
0
時
間
乃
至
二
四

時
間
を
要
し
て
い
る
。

次
い
で
、
翌
一
九
六
六
年
一
二
月
に
は
愛

知
県
岳
連
や
新
貝
勲
氏
を
隊
長
と
す
る
福
岡

マ
ウ
ン
ト
・
ク
ッ
ク
に
登
る

一一

久
留
米
大
学
外
科
学
教
授

一一

脇
坂
順
一

(日
歳
)

一一

登
商
会
の
メ
ン
バ
ー

が
好
天
に
恵
ま
れ
て
登

頂
に
成
功
し
た
。
そ
の
際
、
福
附
登
高
会
の

柳
原
、
水
崎
は
西
稜
を
登
り
マ
ウ
ン
ト

・

グ

ヅ
タ
の
=
一
峰
(
戸1
ピ
1

夕
、
ミ

ド
ル
ビ
ー

夕
、
ハ
イ
ピ
l

グ
)
の
縦
走
(
地
元
で
は
こ

れ
を
グ
ラ
ン
ド
ト
ラ
ヴ
ァ
1

ス
と
称
し
て
い

る
)
に
日
本
人
と
し

て
初
め
て
成
功
し
、

輝

か
し
い
記
録
を
打
ち
た
て
た
。

そ
の
後
今
日
ま
で
日
本
か
ら
の
数
隊
が
登

頂
に
成
功
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
記
録
を

読
む
た
び
に
こ
の
山
の
厳
し
さ
を
痛
感
せ
し

め
ら
れ
、
大
正
二
年
三
月
生
れ

、

五
七
歳
の

初
老
の
身
で
果
た
し
て
登
頂
出
来
る
か
ど
う

か
、
些
か
危
棋
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ

っ

た
。
特
に
こ
の
山
の
難
所
と
云
わ
れ
る

、

頂
上
直
下
三
O
O
m
に
及
ぶ
傾
斜
四
五
l

六

O
度
の
氷
壁

、

い
わ
ゆ
る
ス
ノ
l

キ
ャ

ッ
プ

の
登
畿
や

、

そ
の
直
下
に
切
り
落
ち
て
い
る

更
に
急
峻
な
岩
壁
の
登
慈
の
こ
と
を
思
う
と

些
か
迭
巡
し
一
時
は
諦
め
か
け
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
一
方

、

何
と
か
登
頂
し
よ
う

と
云
う
執
念
も
あ
り

、

か
ね
て
そ
の
機
会
を

狙
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

私
は
機
会
を
得
て
昨
年
末
、
香
港

、

シ
ド

ニ
ー
、
タ
ラ

イ

ス
ト

チ
ャ
ー

チ
を
経
由
し
て

一
二
月
二
六
日
一O
時
に
根
拠
地
ハ
l

ミ
テ

イ

ジ
に
到
着
。
早
速
か
ね
て
辿
給
ず
み
の
地

一π
の
タ
ラ
イ

マ
l
、
リ

ン

・
タ
ロ

フ

ォ
ー

ド

君
と
共
に

、

二
七
日
朝
に
は
タ
ズ
マ
ン
氷
河

の
一
番
奥
ま
で
飛
び

、

ま
ず
手
始
め
に
ホ
ッ

グ
ス
テ
ッ
タ

1

ド

1

ム
(
二
八
二
一
m
〉、
ア

イ
ル
マ
l
(
二
六
八
八
m
〉
に
登
頂
し
、
タ

ズ
マ
ン
サ
ド
ル
小
屋
に
一
泊
、
翌
二
入
日
に

は
エ
リ
ー
ド
・
ピ
ュ
1

モ
ン
ト
(
一
ニ
一O
九

m
)
に
登
頂
し
た
。

そ
れ
か
ら
マ
ウ
ン
ト

・

グ
ッ
グ
登
頂
の
た

め
二
九
日
朝
、
空
路
ハ
1

ミ
テ
イ
ジ
へ
引
返

し
た
。
そ
し
て
食
組
を
質
入
れ
た
り
し
て
そ

の
日
の
午
後
五
時
ハ
1

4

テ
イ

ジ
空
港
を
出
一
苦
労
で
あ
る
。
ア
イ
ス
ハ
l

ケ
ン

を
何
度
か
一
わ
ら
ず
悪
天
候
の
た
め
遂
に
マ
ウ

ン
ト
・
グ

発
、

グ
ラ
ン
ド

・
プ
ラ
ト
ー

ま
で
飛
ん
だ
。

一用
い
る
。
グ
ロ
フ
ォ
ー

ド
君
も
慎
重
そ
の
も
一
ッ
グ
に
登
頂
し
得な
か

っ
た
徳
島
山
友
会
の

飛
行
時
間
は
出
か
一
五
分
だ
が

、

歩
け
ば
や
一
の
。
尺
取
り
虫
式
の
登
磁
を
何
度
も
繰
返
し
一
人
達
に
す
ま
な
い
気
が
し
た
。

は
り
丸
一
日
が
か
り
で
あ
る
。
夕
刻
、
近
く
一
て
い
る
う
ち

に
さ
し
も
の

氷
の
岩
壁
も
や
っ
一
写
真
も
心
ゆ
く
ま

で
撮
っ
た
の
で
一
O
時

の
プ
ラ
ト
l
小
屋
へ
着
い
た
が
、
小
屋
に
は
一
と
登
り
終
え
た
。
時
に
八
時
三
五
分
。
出
さ
一
二
五
分
下
山
に
か
か
る
。
今
度
は
私
が
先
に

す
で
に
一
O
数
名
の
登
山
者
が
来
て
お
り
各
一
に
し
て
約
一
五
O
m
の
岩
や
氷
の
急
斜
面
で
一
下
り
る
番
で
あ
る
。
新
た
に
ス
テ
ッ
プ
を
切

自
炊
事
に
忙
し
い
。
返
く
着
い
た
我
々
は
順
一
あ
る
が
二
時
間
半
余
り
か
か
っ
た
こ
と
に
な
一
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

個
所
も
沢
山
あ
り
、
ま
た

、

香
を
待
っ

て
炊
さ
ん
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド
一
る
。

一
蒼
氷
の
た
め
ピ
ッ
ケ
ル
が
よ
く
刺
さ
ら
ぬ
と

の
山
小
屋
は
食
泌
さ
え
持
参
す
れ
ば
炊
事
道
一
さ
あ
こ
れ
か
ら
頂
上
ま
で
が
約
三
O
O
m

一
ころ
も
あ
り

、
確
保
も
時
に
心
細
い
思
い
が

具
や
食
器
類
は
全
部
揃
っ

て

い
る
。
一
定
数
一
の氷
雪
の
斜
面
(
四
五
|

六
O
度
)、

い
わ
ゆ
一
し
た
。
一
一
時
二
五
分

、

ち
ょ
う
ど
一
時
間

の
ベ
ッ
ド
に
は
マ
ッ

ト

や
シ
ュ
ラ

1

フ
ザ
ッ
一
る
マ
ウ
ン
ト
・

タ
ッ
ク
の
ス
ノ

l

キ
ャ
ッ

プ
一
で
ス
ノ
l

キ
ャ
ッ

プ
を
下
り
終
え
一
休
み
す

タ

も
捺
備
し
て
あ
り

、

食
卓
や
精
子
も
あ
っ
一
で
あ
る
。
深
さ
約
一
0
セ
ン
チ
の
雪
の
下
は
一
る
。
こ
れ
で
一
つ
の
難
所
を
通
過
し
た
こ
と

て
実
に
心
に
く
い

ほ
ど
で
あ
る
。
一
カ
チ
カ
チ
の
蒼
氷
で
あ
る
。
危
険
な
登
挙
は
一
に
な
る
。

今
日
(
一
一
一
月三
O
日
)
も
晴
天
に
間
違
一
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
ま
で
来
た
以
上
引
き
返
一
し
か
し
こ
れ
か
ら
が
吏
に
急

斜
聞
の
氷
と

い
な
し
。
二
七
日
以
来
四
日

間
も
晴
天
に
恵
一
す
わ
け
に
は
行
か
ぬ
。
一
歩
一
歩
が
緊
張
そ
一
岩
で
あ
る
。
二
目
前
に

出
来
た
靴
擦
れ
の
痛

ま
れ
る
と

は
本
当
に
速
が
よ
か

っ
た

と
忠
一
の
も
の
で
あ
る
。
一
み
を
堪
え
つ
つ

横
向
き
に
な
っ

て
慎
重
に
そ

う
。
タ
ロ
フ

ォ

ー
ド
君
は
三
O
分
も
前
に
起
一
タ
ロ
フ

ォ
ー

ド
君
が
一
ピ
ッ
チ
登
っ
て
確
一
し
て
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
下
る
。

き
て
紅
茶
や
ト

ー

ス
ト

の
準
備
を
し
て
く
れ
一
保
し
て
く
れ
る
の
を
確
か
め
て
、
こ
ち
ら
も
一
一
一
二
時
五
五
分

、

や
っ
と
こ

の
急
峻
な
斜
面

て
い
た
。
他
の
パ
ー

テ
ィ
(
一
二組
)
も
皆
無
一
慎
重
に
登
る
。
彼
が
登
る
聞
は
こ
ちら
が
確
一
を
下
り
終
え
て
全
く
ホ
ッ
と
し
た
。
こ
こ
で

一
言
の
まま
支
度
に
忙
し
い
。
簡
単
な
朝
食
を
一
保
する
。
こ
れ
砂
繰
返
し
繰
返
し
重
ね
て
行
一
一
休
み
す
る
。

咽
喉
が
渇
く
の
で
そ
ば
の
氷

す
ま
せ
、
必
要
な
も
の
(
カ
メ
ラ
、
ヤ
ッ
ケ
)
一
く
中
に
頂
上
が
次
第
に
近
づ
い
て
来
た
。
最
一
雪
を
ピ
ッ
ケ
ル
で
叩
い
て

、

そ
の
塊
り
を
口

以
外
は
リ
ュ
ッ
ク
ザ
ッ
タ
に
つ
め
て
一
緩
め
一
後
の
一
ピ
ッ
チ
は
グ
ロ
フ
ォ
ー
ド

君
が
ト
ッ
一
に
入
れ
る
。

に
し
て

小
屋
に
置
き
、
午
前
一
時
一
五分
山
一
プ
を
私
に
譲
っ
て
く
れ
る
。
彼
の
好
意
的
な
一
一
二
時
二
O
分
ト

ラ
パ
1

ス
開
始
。
約
五

小
屋
を
あ
と
に
し
た
。
ご
配
慮
を

心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
た
。
九
時
四
五
一
O
分
で
リ

ン
ダ
氷
河
に
取
り
つ
く
。
リ
ン
ダ

リ
ン
ダ
氷
河
の
グ
レ
パ
ス
の
多
い
の
に
一
一
分
遂
に
マ
ウ
ン
ト

・

タ
ッ
ク
の
頂
上
を
極
め
一
氷
河
の
雪
国
は
強
い
目
ざ
し
の
た
め
腐
っ
て

驚
す
る
。
早
朝
な
の
で
雪
は
引
き
し
ま
っ

て

一
て
タロ
フ
ォ

ー
ド
君
と
固

い
援
手
を
交
わ
一
い
て、
歩
く
度
に
膝
の
あ
た
り
ま
で
没
し

笑

い
て
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
き
く
。

リ
ン

ダ
氷
河
一
す
。
か
ね
て
の
念
臓
が
達
せ
ら
れ
た
喜
び
は
一
に
歩
き
難
い
。
お
ま
け
に
両
践
の
靴
擦

れ
の

を
大
き
く
迂
回
し
て
行
く
中

に
次
第
に
夜
が
一
す
ば
ら
し
い
。
か
つ
て
マ
ッ
タ

l

ホ
ル
ン
に
一
疹
痛
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な

っ

た
。
二
O
乃
至

明
け
て
来
る
。
午
前
四
時
半
に
は
い
よ
い
よ
一
初
め
て
登
頂
し
た
時
の
感
激
に
相
通
ず
る
も
一
一

一
一O
分
ご
と
に
あ
ち
こ
ち
で
雷
の
よ
う

な
溺

ト
ラ
パ
l
ス
に
か
か
る
。

か
な
り
の
急

斜
面
一
の
が
あっ
た
。
一
音
を
立
て
て
雪

国
岡
山
が
起
こっ
て
い
る
。
登
り

グ
戸
フ

ォ
ー

ド
君
と
お
互
に
ピ
ッ
ケ
ル
で
確
一
頂
上
か
ら
の
眺
め
の
何
と
す
ば
ら
し
い
こ

一
が
け
に
は
暗
いので
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た

保
し
な
が
ら
、
尺
取
り
虫
の
よ

-つ
に
少
し
ず

一
と
よ
グ
タ
ロ
フ
ォー
ド

君
は
シ
ド
ニ
ー

の
一
が
、リ
ン
ダ
氷
河
の
ク
レ
パ
ス
の
多
い
の
に

つ
登
っ

て
行
く
。
す
ば
ら
し
い
朝
焼
け
だ
が
一
橋
が
あ
ち
ら
に
見
え
る

と
指
を
さ
し
て
冗
談
一
あ
ら
た
めて篤
嘆
す
る
。

写
真
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
大
小
多
数
の
グ

レ
一
を
云
う
。
そ
う
か

と
思
う

と
少
し
右
を
指
し

一
一
六
時
半、

へ
と
へ
と
に
な
っ
て
グ
ラ
ン

パ
ス
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
慎
重
に
登
る
。
五
時一
て
「
お
お
日
本
が
見
え
る
」
と
ジ
ョ1
タ
を
一ド

・

プ
ラ
ト
!

の
雪
原
に
た
と
り
着
く
。
様

半
に
は
や
っ
と
ト
ラ
パ

1
ス
を
終
え
岩
壁
の

一と
ば
す
。
水
筒
の
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー

ス
で
咽
喉
一
を
付
け
た
飛
行
機
が
こ
こ
に
着
地
す
る
の
で

下
で
小
休
止
。
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー

ス
に
咽
喉
を
一
を
潤
し
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
ほ
う
ば
る
。
チ
一
あ

る
。

と
に
か
く
一
五
時
間
余
に
わ
た
る
緊

潤
す
。

一
ヨ
コレ
l
ト

も
あ
る
。
レ

ー

ズ
ン
も
あ
る
。
一
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
約
束
通
り

六
時
に
こ
ζ
を
出
発
。
こ
れ
か
ら
が
難
所

一何
で
も
美
味
し
い
。
一
飛
行
機
が
迎
え
に
来

て
約
一
五
分
で
ハ
l
ミ

中
の
難
所
。
ア
イ
ゼ
ン
を

付
け
て
い
る
の
で

一
思
え
ば
我
々
は
実
に
天
候
に
恵
ま
れ
た
。
一
テ

1

ジ
へ
帰
着
し
た
。

岩
壁
は
登
り
難
い
。
そ

こ
で
岩
の
聞
の
氷
雪
一
一
一一
月
二七
日
に
山
に
入
っ

て
か
ら
晴
天
統

一

日
本
山
獄
志
復
刻
版
発
売
中

高
頭
式
著

の
急
斜
面
(
四
五
|
七
O
皮
)
を
登
る

こ
と
一
き
で
あ
っ

た
。
我
々
よ
り
も
一
ヵ
月
前
に
ニ

一
別
冊
解
説
付
き
、
頒
価
四
五
O
O
円
、
送
料

に
す
る
。
蒼
氷
で
ス
テ
ッ
プ
は
切

る
の
は
一

一
ュ
l

ジ
1

ラ
ン
ド

に
着
い
て
い
た
に
も
か
か
一
二
O
O
円
、
希
望
者
は
ル
l

ム
ま

で
。
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ロ
ッ
キ
ー
か
ら

今
井
雄

一
ヵ
月
半
の
予
定
で
カ
ナ
デ
イ
ア
ン
・

ロ

ッ
キ
ー

へ
や
っ

て
き
ま
し
た
。
パ
ン
ダ
l

パ

ー

で
は
カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
ミ
ス

・

ス
ミ
ス
支

部
長
の
家
に
招
か
れ
て
、
そ
こ
で
マ
ウ
ン
ト

・

ウ
オ
デ
イ
ン
ト
ン
で
有
名
な
マ
ン
デ
ィ
夫

人
や
ド
ク
タ
ー
-

ノ
エ
ル
・

カ
l

F
ー

ほ
か

数
人
の
人
た
ち
に
会
い
ま
し
た
。
前
回
会
っ

た
こ
と
の
あ
る
人
た
ち
で
す
。
カ

l

F
I

氏

は
模
さ
ん
や
=
一
回
さ
ん
と
旧
知
の
間
柄
だ
と

い
う
の
で
非
常
に
な
っ
か
し
そ
う

に
い
ろ
い

ろ
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
レ
l

グ

・

オ
ハ
ラ
へ
は
い
り
ま
し
た

が
、
こ
と
し
は
例
年
に
な
く
天
候
異
変
で
残

雪
が
多
く

、

そ
れ
だ
け
に
山
容
は
す
ば
ら
し

く
感
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
十
以
上
の
高
峰

が
ま
わ
り
に
迫
っ
て
い
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
一
カ
月
ぐ
ら
い
山
登
り
を
楽
し
め
た
ら
と

思
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
私
た
ち
は
天
候
に

恵
ま
れ
ず
、
晴
れ
た
の
は
一
日
だ
け
で
、
深

雪
を
踏
ん
で
二
つ
ば
か
り
峠
歩
き
を
し
た
だ

け
で
し
た
。
雷
雨
、
降
雨
な
ど
ロ
ッ
キ
ー
と

し
て
は
珍
し
い
悪
天
候
に
あ
い
ま
し
た
。

こ

こ
に
は
山
岳
会
の
山
小
舎
が
あ
っ
て
五

日
間
滞
在
の
後
こ
の
パ
ン
フ
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。
パ
ン
フ
に
は
山
岳
会
の
本
部
に
な
っ

て
い
る
ク
ラ
ブ
・

ハ
ウ
ス
が
あ
っ

て
、

そ
こ

に
泊
っ
て
い
ま
す
。
四
年
前
こ
こ
に
泊
っ
た

と
き
に

は
、

皆
ん
た
で
い
っ
し
ょ
に
食
卓
を

囲
ん
だ
り
、

広
間
で
歓
談
し
た
り

、

グ
ラ
ブ

の
楽
し
い
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
し
た
が
、
今

回
は
自
炊
で
シ
ュ
ラ
1

タ
ザ
ッ
グ
持
参
と
い

う
よ
う
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の

グ

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
実
に
立
派
な
も
の
で
う
ら

や
ま
し
い
限
り
で
し
た
が
、
こ
と
し
限
り
で

取
り
払
わ
れ
て
し
まう
と
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
は
山
岳
会
員
の
ミ
セ
ス

・

デ
ィ
l

今
西
錦
司
氏
浅
草
岳
に

越
後
支
部
市
村
貞
夫

昨
年
六
月
に
今
西
錦
司
博
士
が
日
本
山
岳

会
越
後
支
部
長
一
勝
島
玄
氏
の
招
き
で
、
飯
且
一
旦

連
峰
を
縦
走
さ
れ
ま
し
た
が
(
六O
O
回
記

念
登
山
)
こ
ん
ど
は
会
津
の
一
等
三
角
点
十

五
峰
金
山
登
頂
五
ヵ
年
計
画
の
二
期
日
に
当

り
、

新
潟
県
と
福
島
県
境
に
位
置
す
る
南
会

津
の
名
山
今
な
お
豊
富
な
大
雪
田
を
持
つ
浅

草
岳
(
一
等
三
角
点
)
を
一
勝
島
玄
越
後
支
部

長
と
詳
細
な
連
絡
を
と
り
、
新
潟
県
側
よ
り

「
守
門
岳
」
を
経
由
し
て
小
雨
の
降
り
し
き

る
中
午
前
十
時
本
峰
山
頂
に
足
跡
を
残
さ
れ

計
画
は
成
り
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
気
な

顔
を
お
見
せ
に
な
り
ま
し
た
。
山
頂
で
は
恒

例
の
万
歳
三
唱
を
し
た
あ
と
、
山
頂
よ
り
広

が
る
大
雪
国
を
快
調
に
下
る
。
時
折
り
見
せ

る
晴
聞
か
ら
会
津
の
山
々
が
無
限
に
広
が
り

今
西
博
士
も
満
足
の
様
子
で
し
た
。
雪
国
で

早
昼
食
を
と
り

、

沼
の
平
コ
l

ス
分
岐
点
よ

り
「
ブ
ナ
平
新
道
」
に
入
り
「

山
の
神
杉
」

へ
そ
こ
よ
り
入
斗
津
集
落
へ
出
て

、

そ
こ
よ

り
会
津
在
住
の
H
K

研
究
家
宮
森
常
雄
氏
が

若
松
よ
り
先
着
さ
れ
そ
れ
と
渓
稜
地
域
研
究

会
で
用
意
し
た
車
二
台
で
一
路
若
松
東
山
温

泉
を
目
指
し
て
二
五
二
号
線
に
入
る
。
若
松

到
着
す
る
と
同
時
に
宮
森
常
雄
氏
宅
に
立
寄

ら
れ
一
休
み

、

そ
の
後
東
山
温
泉
に
急
ぎ

、

夜
は
宮
森
夫
妻
歓
迎
の
万
歳
の
式、

及
び
報

告
会
、
放
談
会
を
や
り

、

酒
山
菜
砂
採
に
舌

づ
っ
み
を
打
ち
な
が
ら

、
山

の
話
や
ら
色
々

と
御
教
示
を
受
け
た
。

ン
と
モ
1

リ
ス
・
ジ
ョ
ネ
氏
が
あ
ち
こ

ち
案

内
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
日
は
セ
ル
カ

ー
グ
山
系
の
ブ
ガ
ボ
ー
ま
で
往
復
十
三
時
間

の
ド
ラ
イ
ブ
を
し
ま
し
た
が
、
熊
や
ム
l

ス

エ
ル
グ
な
ど
の
大
鹿
や
小
鹿
、
山
ア
ラ
シ
な

ど
の
野
生
動
物
に
会
い
ま
し
た
。

あ
す
は
マ
リ
1

ン
・

レ
ー
ク
へ
行
く
予
定

で
す
。
(
六
月
二
十
八
日
、
パ
ン
フ
に
て
)

七
月
理
事
評
議
員
会

(
7
日
午
後
6

時
半
本
会
ル
I

ム
)

マ
出
席
者

三
国
会
長
、
成
瀬
、
吉
沢
副

会
長
、
中
屋
、
山
崎
、

藤
井

、

丹
部
、
中
島

村
井
、
渡
部
、
坂
下
、
板
倉
、
熊
谷
、
野
上

各
理
事

、

佐
藤

、

金
坂
、
小
原
、
望
月
各
評

議
員
、
山
下
監
事

マ
議
事

・

事
務
局
員
勤
務
規
定
改

正
の
件(

中
屋
〉

秩
ご
ろ
ま
で
に
従
来
の
勤
務
規
定
を
新
し

く
改
正
し
た
い
が
、
取
り
あ
え
ず

、

十
七
条

の
有
給
休
暇
(
年
間
)
は
従
来
の
十
二
日
を

十
四
日
と
し
、
八
月
は
交
代
で
休
み
を
と
っ

会
務
報
告

こ
こ
で

も
終
わ
り
は
万
歳
で
あ
る
。
翌
日

は
車
で
史
跡
「
鶴
ガ
城
」
そ
案
内
し
城
跡
を

見
て
頂
く
。
先
生
は
会
津
を
離
れ
る
前
に
計

画
を
縮
め
て
会
津
の

一
等
三
角
点
を
全
山
登

頂
す
る
と
意
欲
あ
る
と
こ
ろ
を
お
見
せ
に
な

っ

た
。
再
度
会
津
入
り
を
約
束
さ
れ
た
。
そ

の
後
会
津
若
松
発
特
急
「
あ
い
ず
号
」
十
時

=
一
五
分
発で
帰
京
さ
れ
た
。
「
守
門
岳
」
に
つ

い
て
は
新
潟
県
山
岳
協
会
長
室
賀
輝
男
氏
よ

り
報
告
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
会
津
側

に
つ
い
て
は
は
ぶ
く
。

行
程
は
左
記
の
通
り
で
す
。

六
月

二
日
特

急
「
鳥
海
」
1

大
白
川
i

現
地
入

六
月
三
日
現
地

i

守
門
岳
l

五
味
沢

六
月
四
日
五
味
沢

t

浅
草
山
1

東
山
温

泉

六
月
五
日
東
山
温
泉
i

鶴
ガ
城
跡
見
学

特
急
「
あ
い
ず
号
」
帰
京

マ
参
加
者
(
関
西
)
今
西
錦
司
、
高
木
碕
男

高
木
女
史

(
福
島
県
)
宮
森
常
雄

、

宮
森
万
佐

夫
妻

、

市
村
貞
夫
、
豊

島
洋
一
、
小
田
辺
力
男

て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
会
費
の
納
入
率
は
一
し
、
七
月
一
日
九
段
会
館
で
報
告
会
を
関
い

昨
年
よ
り
よ
い
が
、
会
費
未
納
者
に
は
早
く
一
た
。

納
入
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。
な
お
向
井
一

・

婦
人
懇
談
会
(
渡
部
)

ピ
ル
へ
例
年
通
り
中
元
と
し
て
ビ
l
ル
一
ダ
一
七
月
十
七
日
ル

I

ム
で
ビ
i

ル
パ
ー
テ
ィ

ー
ス

を
贈
り
た
い
。
以
上
了
承
。
一
を
開
く
。

・

上
高
地
山
荘
改
築
の
件
(
山
崎
)
一

・

山
岳
お
よ
び
索
引
の
件
(
中
島
)

六
月
十

一
日
第
一
回
山
荘
委
員
会
を
開
き
一

山
岳
二
十
六
年
か
ら
六
十
年
ま
で
の
総
索

芸
大
建
築
科
教
授
山
本
学
治
氏
に
設
討
を
お
一
引
は
本
七
日
や
っ
と
出
来
た
。
山
岳
六
十
五

頗
い
す
る
こ
と
に
し

、

一
階
三
十
坪
、
二
階
一
年
は
原
稿
の
都
合
で
遅
れ
、
八
月
中
匂
発
行

二
十
坪
程
度
の
山
荘
を
現
在
地
に
建
て
る
こ

一
と
な
る
。

と

に
し
た
。

七
月
三
、
四

両
日
山
崎

、

林
、

一

・

図
書
委
員
会

(
野
上
)

山
本
、
高
山
の
四
名
で
上
高
地
に
行
き
、
設

一
恒
例
の

山
岳
図
書
即
売
交
換
会
を
十
月
二

計
の
下
見
を
し

、

厚
生
省
レ
ン
ジ
ャ
!
と

再
一
十
三
日
、
こ
の
一
本
展
を
十
二
月
四
日
年
次

度
話
し
合
っ
て
き
た
。
一
晩
餐
会
の
当
日
深
田
久
弥
展
と
し
て
行
な
い

八
月
上
旬
山
荘
委
員
会
を
開
き

、
山
本
氏
一
ま
た
明
年
二
月
二
十
四
日
山
岳
図
書
を
語
る

の
構
惣
を
中
心
に
具
体
案
を
ね
り
、
設
計
図
一
タ
ベ
と
し
て
松
方
三
郎
氏
を
囲
む
会
を
開
く

を
作
っ
て
も
ら
い

、

九
月
上
旬
厚
生
省
に
下
一
こ
と
に
し
た
。
な
お
会
員
木
野
氏
か
ら
洋
書

見
に
出
し

、

九
月
下
旬
に
は
増
築
願
い
を
正
一
三
十
六
冊

、
和書
六
冊
が
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。

式
に
出
し
た
い
。
な
お
血
一
旦
科
地
方
事
務
所

、

一

・

会
員
名
簿
の
件
(
坂
下
)

同
保
健
所

、

安
曇
村
役
場
へ
も
書
類
を
提
出
一
十
一
月
下
匂
発
行
を
目
的
に
準
備
を
進
め

す
る
。
費
用
は
自
転
車
振
興
会
な
ど
へ
当
り
一
て
お
り
、
会
員
各
位
の
協
力
を
お
願
い
し
た

そ
の
見
通
し
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
会
員
募
一
い
。
発
行
貨
は
予
算
を
上
回
り
そ
う
な
の
で

金
額
を
決
め

、

募
金
に
か
か
り
た
い
。
総
資
一
さ
ら
に
検
討
す
る
。
佐
藤
評
議
員
、
丹
部
理

用
は
だ
い
た
い
千
五
、
六
百
万
を
見
込
ん
で
一
事
が
手
伝
い
を
申
し
出
ら
れ
た
。

い
る
。
一

・

会
員
名
儀
変
更
の
件
〔
山
崎
)

・

学
生
部
の
件
(
熊
谷
)
一
大
井
正
一
氏
が
気
象
庁
山
岳
部
代
表
と
し

現
状
と
し
て
は
全
日
本
山
岳
連
盟
の
各
ブ
一
て
団
体
加
入
し
て
い
た
が
、
大
井
氏
の
個
人

戸
ァ
タ
の
強
化
が
ね
ら
い
で
、
と
く
に
関
東
一
加
盟
と
す
る
。

寺
プ
ロ
ッ
タ
を
中
心
と
し
て

や
っ
て
行
き
た
い
一

な
お
佐
藤
テ
ル
評
議
員
は
自
動
車
事
故
の

が
、
関
東
プ
ロ
ッ
タ
と
現
在
の
学
生
部
と
は
一
た
め
入
院
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
退
院
さ

そ
の
動
き
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な
る
の
で
本
一
れ
、
元
気
に
理
事
会
に
出
席
、
あ
い
さ
つ
を

年
度
の
学
生
部
は
関
東

e

フ
ロ
ッ
ク
と
し
て
活
一
述
べ
ら
れ
た
。

動
し
た
い
。
ま
た
学
生
部

O
B

会
を
持
つ
よ
一

・2
E
・E
・-
E
l
i
z
---
E
t
i
-
-
i

う

研
究
し
て
い
る
。
こ
の
糾

了
承
。

一
…
図
書
室
便
り
…
昭
子

6

・

自
然
保
護
の
件

(
板
倉
)
一

一i
z
-
-
-
B

E
l
i
t
-
-
i
i

六
月
に
自
然
保
護
委
員
会
を
開
き

、

自
然
一
図
書
受
入
報
告

荒
廃
の
各
種
の
J
71

タ
を
集
め
る
こ
と
に
し
一
{
失
業
之
日
本
社
寄
贈

た
。
ま
た
自
然
保
護
協
会
の
自
然
保
護
憲

掌
一
ω
高
波
吾
策
著
『
谷
川
岳
ヒ
ゲ
の
大
将
』

促
進
協
議
会
に
J

A
C
と

し
て

加
盟
し
た
い
一
昭和
必

こ
の
件
了
承
。
一
山
と
渓
谷
社
寄
贈

マ
報
告
一
山
遠
藤
二
郎
著
『
北
壁
の
四
十
三
日
』
昭

エ
ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
の
件
(

藤
井
)
一
和
必

植
村
、
伊
藤
両
陵
員
は
六
月
十
七
日
帰
国
一
あ
か
ね
童
書
出
寄
贈

( 8 ) - 842 ー
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〔雑
誌
〕

ω
『
ア
ル
プ
』
Z
。
・

5
H

(会
1

由
)

ω
司
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
』
Z
。
，
H
C
(会
t
品
)

ω
『
岳
人
』
Z
0
・
N
∞
国
(
品
目
叶
)

ω
『
岩
と雪
』
Z
0
・
N
H
(怠
酌
)

ω
ガ
ス
ト
ン

・

レ
ピ
ュ
フ
ア
著

・

近
藤
等
訳

『
マ
ッ
タ
l

ホ
ル
ン
l

理
怨
の
山
l

』

昭
和
必

誠
文
堂
新
光
社
寄
贈

ω
車
京
山
草
会
編
『
高山
組
物
と
山
草
百
科
』

(
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
別
冊
)
昭
和
お

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
・

ク
ラ
ブ
寄
贈

ω
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

・

グ
ラ
プ
編
『
秘
め
ら

れ
た
る
山
旅
』
ス
キ

1

ジ
ャ
ー

ナ
ル
刊

ワ
コ
日

6

何
陥
円.4京q
a
nヨ

橋
本
誠
二
氏
寄
贈

ω
合
衆
国
営
林
署
・

橋
本
誠
二
訳
『
印g
宅

〉
g
z
z
E
ω
(
な
だ
れ
)
』

定
期
刊
行
物
受
入
報
告

〔
部
報
・

会
報
〕

ω
山
村
民
俗
の
会
『
あ
し
な
か
』
Z
o
-
-
N叶

(
品
自
l

印
)

ω
北
海
道
一
自
然
保
護
協
会
『
会
誌
』Z
。
・
u

(
hHA山1
ω
)

ω
兵
庫
県
山
岳
連
盟
『
兵
庫
山
岳
』Z
。
お

(AF昂1
白
〉

ω
国
立
公
園
協
会
『
国
立
公
園
』
Z
0
・
N
印
∞

(AH由ーl
u
)

ω
京
都
山
岳
会
『
京
都山
岳
』
Z
0
・
8
ι

(
ι自l
t酌
)

出
聞
東
京
野
歩
路
会
『
山
嶺
』2
0
・
お
品

(
品
自
i
'斗
〉

的
日
本
自
然
保
護
協
会
『
自
然
保
護
』
Z
。
・

H
C∞
(品
目l
ω
)

ω
低
い
山
を
歩
く
会
『
低
山
』
Z
。
芯

(
九
日
田

1
1由
〉

ω
登
歩
渓
流
会
『
会
報
』
」
H
N
.
ω念
品l
日
)

ω
『
衷
潟
支
部
報
』
Z
0
・
=

(
怠
ω
)

凶
横
浜
山
岳
会
『
山
』
Z
。
・
怠
寸
込
町
∞

(
ι由l
印
-
m
)

回
日
本
登
山
協
会
『
山
と
雪
』
Z
O
H
g

(
ム
田
町
)

旬
。E
-
E
w
Z
P
2
2
0
島
吉
旬
回
目
。ヱ

コ
­

戸
内

JE
u
-ロ
Z
E
E
-
w
〉
H
E
f
玄
E
H
S
H

N
R
a
h〉
古
田
出-2
7
5
r
c
=
E
E

-
-

〈
。
一
ω
叶

Z
0
・
晶
一
室
ミ

5
3

ω
2
0
0
円
∞
O
同
開
ω
z
-問
。
九
ω
∞
Hm
r
-
z
o
p

P
?

〉
同
誌
に
.
冨E
Z

コ

品
会

J2

0
C

E
2
E

ミ

P
A
O
E
Z
5
0
2
3

Z
0
・
8
3
3

i

昌
一

U
2
・
同
也
斗C

印
・
2

冨
0
5
E

ロ
ョ
Z
O

H
品

.
玄
白

n
r
H
S
H

A
M
g

。
ぇ
2
2
5
E
R
r
o

円
〉
-
ヨ
ロ
Z
B
­

Fロ
ョ

M
出
し
『ω
r

甲
向
。
円
円ωTH
一

7
b
w円N
l

〉
司
門
戸
{
店
三

日
可
2
0
ω
Z
Z
E
n
r
g
n
r
o

〉
一
宮
口
店
一z
・

ロ
間
ョ
∞
∞』m
w
r-Hり
-o
問
。

日
ω
吋
品
・
F
白
血
司N

~
〉百
三
}
広
三

∞
-
J
v
g
o
E
E
"

。
『
ω
一o
z
r
Z
3
5
ご
1
H

由
・
君H
N
2
2
E
ω
2
ι
2
0
ヘ

Z
0
・

E

町
一

可
ω
『
円
。円
O
H
由
叶H

洋
書
受
入
報
告

さ
ω

一
言
問
問
里
四
命
一
氏
寄贈

H
2

町
内O
E
S
E
-

刃
包
ω
P

〈
〈ω
孟
2
P

開
ユ
d
。
一E
d
同

E
m

E

同
出
口
広
コ
ョ
回
出
斗
』

図
書
委
員
会
報
告

六
月
九
日
(
水
)
午
後
7

時
(
談
話
室
〉

近
藤

、

堀
内
、
大
橋
、
伊
藤
、
山
崎
、
横

〔そ
の
他
〕

ω
岩
友
会
『
綜
国
親
善
登
山
遠
征
報
告
書
』

ω
『
毎
日
グ
ラ
フ
』
会
l
m
-
u

ω
会
津
山
岳
協
会
『
会
津
の
山
i

県
境
金
山

縦
走
路
査
特
集
判
』

ω
『
渦
潮
』
Z
P

H
∞

ω
『
第
二
回
日
本
ヒ

ン
ズ
ー
・

タ
シ
ュ
会

議
報
告
書
』

山
間
京
都
市
中
体
連
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
委

員
会
『
活
動
記
録
』

的
大
陸
同
題
研
究
所
『
日
中
問
題
を
考
え
よ

-
つ
』

ω
『
山
と
渓
谷
』
Z
。

ω
出
品
(
怠1
3

削
山『
創文
』
Z
o
S
2

や
由
)

全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
委
員
会

(
日
本
山
岳
会
ル
l

ム
、
六
月
二
十
五
日
〉

参
加
校
関
東
(
芝

工
大
、
専
大
、
成
践
大
)

関
西
(
大
阪
大
、
大
阪
市
大
)
東

議
題一

、
全
学
岳
連
四
十
五
年
度
報
告
(
藤
沼〉

二
、

関
東
学
生
山
岳
連
照
役
員

学
生
部
の
役
員
が
関
東
岳
連
の
役
員
に
移
行

三
、

委
員
校
選
出
会

一校
)

役
員
内
で
後
選

四
、
今
年
度
方
針

-

学
生
部
活
動
一
時
休
み
、
学
生
部
を
含

め
た
他
部
(
例
え
ば
青
年
部
)
を
作
る

・

学
生
部
の
一
年
間
の
活
動
(
ス
ケ
ジ
ュ

ー

ル
〉
を
そ
の
ま
ま
引
継
ぐ

関
東
学
生
山
岳
連
盟
総
会

(
六
月
十
七
日
)

山
、
荻
野
、
野
上

決
定
事
項

一
、
「図
書
交
換
即
売
会
」

日
時
、
十
月
二
十
三
日
(
土
〉

二
、
「
こ
の
一
本
展
」

日
時
、
十
二
月
四
日
(
土
〉

テ
ー
マ
、
深
田
久
弥
山
岳
図
書
展

三
、
「
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
」

日
時
、
二
月
二
十
四
日
(
木
〉

テ
1
7

、
松
方
さ
ん
を
聞
ん
で
山
岳
図
書

を
語
る
タ
ベ

四
、

「
図
室
果
苔
貝
懇
親
会
」

日
時
、
十
一
月
十
三
日
・

十
四
日

場
所
、
奥
多
摩
0
・

M
・
C

ヒ

ュ
ッ
テ
に

て一
学
生
部
便
引
一

学
生
部
委
員
会
(
六
月
十
四
日
〉

マ
出
席
者

山
崎
安
治
、
宮
下
秀
樹
、
熊

ハ
立
説
信
、
神
崎
忠
男
、
村
井
奏、

帰
山
毅
、

平
野
隆
司
、
学
生
部
役
員
六
名

・

学
生
部
と
全
学
岳
連
の
今
後
の
問
題

.

日
山
協
加
混
問
題
に
つ
い
て

指
導
委
員
会
本
年
度
計
画

指
導
委
員
会
は
本
年
度
事
業
計
画
を
概
要

次
の
よ
う

に
決
定
し
た
。

・

冬
山
登
山
技
術
講
習
会
(
係
松
永
)

十
一
月
二
十
日
夜
出
発
、
二
十
三
日
ま
で

富
士
山
五
合
目
お
庭
小
屋
で
行
な
う
。
講
習

会
前
二
日
ほ
ど

、

従
来
の
も
の
よ
り
充
実
し

た
講
議
を
行
な
う
。

内
容
は
お
っ

て
決
め
る

・

講
習
会
用
テ
キ
ス
ト
作
成
(
係
中島

、

小
栗

、

高
井
、
松
永
)

特
に
技
術
問
題
に
つ
い
て
参
加
講
師
の
見

解
を
ま
と
め
、
あ
わ
せ
て
新
し
い
技
術
を
検

討
し
て
資
料
に
よ
る
。

・

谷
川
岳
入
山
規
制
区
域
へ
の
入
山
許
可

(
係
松
永、

高
井
、
山
崎
〉

従
来
通
り
技
術
的
に
危
険
と
恩
わ
れ
る
も

の
、
特
に
大
学
山
岳
部
一
、
二
年
生
に
対
し

て
は
山
岳
会
と
し
て
発
行
を
控
え
る
。

・

雪
崩
研
究
会

全
日
本
学
生
山
岳
連
盟
総
会

岸
記
念
体
育
館
(
六
月
二
十
六
日
)

議
題て

四
十
五
年
度
活
動
及
び
会

計
報
告

二
、
四
十
六
年
度
役
員
選
出

委
員
長
高
野
義
昭
(
芝
浦

工
大
U

副
委
員
長
荒
井
文
隆
(
専
修
大
〉

，
大
宅
幸
夫
(
大
阪
大
〉

会
計
竹
沢
浩
介
ハ
成
媛
大
)

他
役
員
口
名

各
プ
ロ
ッ
ク
委
員
校
選
出
、
十
四
校

三
、
四
十
六
年
活
動
方
針

-

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
の
徹
底

.

日
山
協
加
盟
に
つ
い
て

(
イ
)
学
生
が
積
極
的
に
活
動
する
。

(
ロ
)
文
部
省
、
体育
協
会
に
も
要
望
書
を

提
出
し
て
働
き
か
け
る
。

(
ハ
)
文
部
省
登
山
研
修
会
の
利
用
。

海
(
名
工
大
、
名
大
)

委
任
状
校
、
北
海
道
ω
、
東
北
ω
、
関
西
ω

四
国
ω

、

中
国
ω
、
九
州
ω

昭
和
四
+
六
年
度
各
委
員
会
名
簿

-
財
務
委
員
会
(委
員
)
藤
井
、
山
崎
、
中

島
、
林
(
担
当
理
事
)
中
屋

・
指
導
委
員
会
(
委
員
長
)
山
崎
(
委
員
)

金
坂
、
村
木
、
川
上
、
錦
織
、
平
野
、
土
肥

、

芳
野
、
堀
川
、
関
口
、
上
回
会
冗
〉
、
大

森
、
長
尾
、
広
谷
、
上
田
谷
田
)
、
高
井

、

中
島
、
小
栗
(
担
当
理
事
)
松
永

・
海
外
連
絡
委
員
会
(委
員
〉
牧
野
、
近
藤

鈴
木
、
吉
沢

、
田
村
、
芳
野

、

向
、

佐
藤

、

関
口
、
小
妹

、

丹
部
、
雁
部
、
山
本
、
松
本

(
担
当
理事
)
神
原

・
図
書
委
員
会

(委
員
長
)
小
林
(
委
員
)

山
崎
、
大
橋

、

村
石
、
武
田
、
岩
淵

、

荻
野

伊
倉
、
堀
内
、
浅
見
、
横
山
、
神
原

、

近
一
勝

渡
辺
、
伊
藤
(
担
当
理
事
)
野
上

・
学
生
部
指
導
委
員
会

(
委
員
長
〉
山
崎
、

(
委
員
)
栗
林、

菅
沢
、
久
新
、
{
呂
代
、帰

山
、
今
村
、
長
谷
川
、
平
野
、
宮
下
、
神
崎

村
井
、
田
村
(
担
当
理
事
)
熊
谷

-
婦
人
懇
談
会
(委
員
)
村
井
、
川
森
、
小

倉
、
山
口

、

三
枝
、
斎
藤

、

須
問

、

宅
問

、

田
部
井
、
関
田
、
岸
(
担
当
理
事
)
渡
部

・
山
岳
編
集
委
員
会

(委
員
長
)
望
月
〈
委

員
)
山
崎
、
丹
部

、

野
上
、
原
(
担
当
理
事
〉

中
島

・
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会

(
報
告
書
作
成
等
)

(
委
員
長
)
一一
一回
(
委
員
〉
松
方

、

大
塚

、

松
田

、

藤
田
、
松
浦

、

宮
下
(
担
当
理
事
〉

中
島-山

日
記
編
集
委
員
会
(委
員
)
坂
本

、

大

貫
、
水
野

、

吉
岡
、
中
村
、
抽
出
戸
、
鹿
野

(編
集
責
任
者
牧
野
内
)

・
会
報
編
集
委
員
会

(
委
員
)
吉
沢
、
神
崎

(
担
当
理
事
)
山
崎

-
遭
鍛
対
策
委
員
会
(
委
員
長
)金
坂
(
委

員
)
辰
沼
、
川
上
、
長
尾

、

篠
田
(
担
当
理

事
〉
坂
下

-
自
然
保
護
委
員
会

(
委
員
長
〉
島
田
(
委

遭
難
対
策
委
員
会
と
学
生
部
は
移
管
す
る

.

講
師
派
遣
依
頼
そ
の
他

そ
の
都
度
検
討
処
理
す
る
。
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行
方
不
明
の
会
員

左
記
会
員
宛
の
郵
便
物
が
返
送
に
な
り
ま

す
。
住
所
ご
存
知
の
方
は
お
手
数
で
す
が
、

本
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

氏
名
前
住
所

永
坂
鉄
夫
名
古
屋
市

緒
方
康
成
福
岡
市

山
口

勝
康
横
浜
市

東
一
郎
金
沢
市

橋
本
篤
孝
津
市

中
村
哲
彦
帯
広
市

羽
津
恭
ウ
詰
東
京
都

三
上
忠
人
福
岡
市

島
村
洋
一

川

崎
市

岩
瀬
時
郎
国
分
寺
市

山

本
照
彦
豊
中
市

田
村
昭
平

三
条

市

石
本

昌
勝

名
古
屋
市

福
井
正
義
小
牧
市

篠
崎
博

川

崎
市

入
尋
広
治
直
方
市

境
忠

一
大

牟
田
市

小

島
誠
孝
矢
板
市

高

橋
俊
雄
大
阪
市

高
岡
周
夫
江
別
市

深
谷
金
之
助
福
島
県

北

島
正
八
大
阪
市

8

一
員
)
村
井
、
渡
辺
公
、
吉
阪
、
織
内
、
川
森

ト
一
(
担
当
理
事
)
板
倉

間
一
・
医
療省
所
医
学
〉
委
員
会

(
若
貝
長
〉

4

一
辰
沼
(
委
員
)
住
士
尺
北
、
田
村
、
中
島
、

幻
-
長
尾
、
広
谷
、
三
方
(
担
当
理
事
)
大
森

・
山
荘
対
策
委
員
会

(
委
員
)
山
崎
、
板
倉

今
井
田
、
村
山
、
高
山
、
塚
本
、
堀
内
、
竹

田
、
熊
谷
、
林
、
藤
井
(
担
当
理
事
)
中
屋

・
支
部
連
絡
(
担
当
理
事
)
山
崎

・
集
会
委
員
会

(
委
員
)
西
丸
、
村
井

、

川

上
、
平
野
(
真
)
土
肥

、

関
田
、
中
川
、
広

田
、
古
畑

、

平
野
(
降
〉

、

(
担
当
理
事
)
神

大
可

ル
ー
ム
日
誌

(
日
明
年
6

月
)

2
日
(
水
)
第
二
七
O
回
小
集
会
静
岡
大
学

山
岳
会
チ
ュ
l

レ
ン
・

ヒ
マ
l

ル
遠
征
隊
報
告
会
山
本

良
三

登
答
隊
長

3

日
(
木
〉
理
事
評
議
員
会

8

日
(
火
)
第
二
次
R
C
C

六
級
会

9

日
(
水
)
図
書
委
員
会

桜
門
山
岳
会

問
日
(
木
〉
海
外
連
絡
委
員
会

稲
門
山
岳
会

日
日
(
金
)
山
荘
委
員
会

ロ
日
(
土
)
学
生
部
指
導
委
員
会

U
日
(
月
)
全
日
本
学
生
山
岳
連
限
委
員
会

日
日
(
火
)
第
二
七
一
回
小
集
会
ス
ケ
ッ
チ

教
室
I

M
日
(
水
〉
自
然
保
護
委
員
会

η
日
(
木
)
山
荘
打
合
会

全
日
本
学
生
山
岳
連
関
関
東
暑
フ

ロ

ッ
タ
川
村
ム
冨

幻
日

(
月
)
常
務
理
事
会

お
日
(
水
〉
指
導
委
員
会

銭
門
山
岳
会

M
A日

(
木
)
第
二
次R
C
C

六
級
会

日
高
名
誉
会
員
に

ネ
パ
l

ル
国
文
化
勲
章
授
章

こ
の
度

、

日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
会
長

本
会
名
誉
会
員
日
両
信
六
郎
氏
は

、

ネ
パ
ー

ル
王
国
、
マ
ヘ
ン
ド
ラ
国
主
よ
り
、
万
国
博

ネ
パ
ー
ル
館
建
設
に
対
す
る
功
縦
と
、
多
年

に
亘
る
日
ネ
協
会
会
長
と
し
て
の
日
不
親
善

に
対
す
る
協
力
に
対
し
、
同
国
文
化
勲

章

(O
E
2
.
。
同
司
E
2
ι
ι
r
ω司
E
F
ω
一白
。
。
?

r
z
o

与

ω
r
E
E
E
.

。
}
凶
器
固
)
を
授
与

さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
た
と
、
駐
日
ネ
パ
ー

ル
王
国
大
使
タ
グ
l

ル
氏
よ
り
、
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

従
っ

て
今
後
は
、
目
前
名
誉
会
員
は

、

ネ

パ
ー
ル
で
は
、
∞
主
ロ
吋
O
T
E
.。
Z
E
m
r
m
可
・

勺
・0
・o
・p
・
と
称
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま

す
。

お
日
(
金
)
全
日

本
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.ガーデンライフ別加

高山植物と山草百科; I 

山草は花を咲かせるだけが本当の

楽 し みではなく いかに山草らし

く作るか 栽培困難なも のをいかに

手に入れるかが山草園芸の課題です

本警はかつてな力、った多種類の山草

を網羅し約 58 0 点の写真とわかり

やすい図解で解説巻末には索引

がつき 山草百科として好評です

.おもな内容

山草はわが心の友 山草の種類と

分布庭で作る山草山草をデザ

インする ロ ックガーデンのイ乍 り

方 山草のふやし方近ごろふえ

た実生苗 鉢植えの山草そのほか

・東京山草会編

85 ・ 340頁・定価 1 ， 400円発売中

日本のユリ
日本一のユリ 学者が30余年にわたって みず力、らの足で

日本全国を歩いて調査最新の資料でまとめた 日本で

はじめてのユリの決定版文化史 品種改良栽培ほか

・ 85判・ 378頁・定価4 ， 500円〒200円清水基夫著 ・新刊

東京・神田錦町 l の5 誠文堂新光社振替口座東京6294

( 10 ) - 844 ー



314-1971.8 

会費未納の方は大至急お納め下さい。(東京， 千葉，神奈川， 埼玉在住会員 3DDD 円，地方 25DD 円です)

和昭 急員あょう 主霊ii j セ; 山 一

印 発行所士 四 わっゃ あ
てとく と 込申に に 丘崇

刷1東 軍2 泊一 I三霊十2 
のて油断軌道 が 干き Eあ hた文執i、 z 型調御寄稿 穴う しに き
めて乗古 い。 まり 常1出2 わく 、 域男地IJ 総索引 布株式会区赤坂 探替 293 日 向田入十月 を原I品 いり

お たそっ
山 井干区国'1' 日 願いし 書をき 原稿ら で すふlh、 し J務報とコES乞E3 Z 、 が 岳山

社 一 京座東 本E 発行 かーい 来出

技 皇丁四七四川杭 山 Lu 智 まま不足 す 意ら予向さのも 時追上 二

報実号九2 四安岳 す。 fしこと 今月 ノレ)で すで。 事項別 遭難 hソ 十六年
f」山、ノ 。なはも l す まか 片山1:主". 音組一- ~ロム メ3与1、 会りちょ ム頒と しら

-845ー ( 11 ) 
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客渓堂一山1の本ぶ:ぶ移譲I
山に忘れたパイプ
膝島敏男著

く菊 l 'り 58 4 JC( > 定価2 ， 500円

日本の山旅
足立源一郎スケ ッ チ帖

く A ヨt~208頁〉定価3 ， 600円

アンナプルナ日記
京都大学学士山岳会編
< A 1 2取変型判 1 70頁〉定価 1 ， 200円

登頂 コeジュンパ・カン
高橋進編

く A5判350 }:t>定価900円

キンヤンキッシュ 1965
東京大学カラコルム遠征隊編

く 8 5変型 I"J220頁〉定価3 ， 000円

南極新聞1956-7年
南極研究会編

< 85 :I'IJ 航トジ〉定価600円

東京都千代田区神田駿河台2の い Te l (291 ) 944 2振答東京24723

森林・草原 ・氷河
加藤泰安著

< A 5 4'IJ 482頁 〉定イ面 1 ， 500円

すこし昔の話
初見一雄著

< I!.Y 六 判 400頁〉定価 1 ， 200円

道主 し、 wo ;ilîl.ミ w
望 月 達夫著

く 86 "l'IJ334 TI>定価960円

山の古典と共に
大島竪造著

作叫六 "1'リ 280真〉定価 1 ， 500円

雪山・薮山
川崎糟雄著

< A 5 ;i主型判 340頁〉定価 1 ， 200円

雪原の足あと
坂本直行着

< 85  4'IJ20 6頁〉定価2 ， 800円

日高を歩き続け 、 日 高を愛する北大

山の会の人 4が綴 る日 高山脈の全て 。

日高山脈
北大山の会編

〈菊 'l' IJ 362頁〉定価2 ， 200円

キモ宣伝弓 1 1 ， 000 円

山 岳 綜 2:233 再
日本山岳会編 針章 子 233 月

< A 5 :I'iJ> 60年 1 ， 5 00 円

国立公園カレンダ一
国立公園協会編

< A 5 ~qJ リ ング綴リ 〉定価960円

屋久島 ・ 美しい豊かな自然
赤星昌編

く 8 6 判 202 TI >定価480円

山で唄う歌 1 集 ・ 2 集
戸野昭 ・朝倉宏編

< A6 判 1 26頁> I 集240円 ・ 2 集280円

由&ズキー司事門店-買い易い

山の J吉
登山・スキー用具専門店

4圃時-北ヘ来たら

山の J吉店山
9
，
，

市

ト
リ
山

目

-
a
n
H

汀
盛
山

品
目制桐

m
m片
伽

京東
-フレッシュな

山の J吉

の
大阪市北区梅ヶ校町101
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四谷 店 東京都新宿区三輩町三番地

TE L (351) 743 2 ・ 1912

λ重洲口店 東京都中央区八重洲この五

TE L (271) 1 5 60 ・ 8 575

新宿店新宿ステーシ ョ ン ピル四階
サービ ス ショヲプ

T E L (352) 6 5 6 4 

日 本 信販加盟店

E jfi1 II ﾐ¥ liI i:. 

凶

ma企 会山 3茎
攻たる〈“ラシ干イ
"t."~や2.i"'_'84s-6 

中央区 -)\:萱Z 牛肉 Z

登山とスキー具

111( ヨヨ想

-846ー( 12 ) 

東京都中央区日本橋通 2 - 1
PHON; 271-7 6 8 6 ・ 171 8


